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日本建築協会会告

建築データシートハンドヂy ク好評頒布中

f  

司会員忘年懇親会の開催お知らせ

本年の会員忘年懇親会を、下記のとおり建築クラブと合同で盛大

に開イ悦することになりました。

ここ数年来の低迷する不況をー婦し、明るい来年に期待したいと

思いますので、おさそい合わせ多数ご参加下さいますようお願い申

し上げます。

参加ご希裂の方は 11月30 日まてゴこ協会事務局 ( 231- 9648) に会費

を添えてお申し込み下さい。
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と き 昭和 53年 12 月 12 日( 火) 午後 6 時 - 7 時半

ところ 大阪グランドホテル 3 階エンパイヤルーム

( 北区中之山 2 - 3新朝日ビル 202- 1212)  

会員有志による景品のご寄贈により、豪華商品の当たる拙

せん会を行います。

会 費 5，000円( 日I j に補助あり )

定 員 1501， (建築クラブ会員を含む)

4建築 8 団体合同新年交礼会

'1日例により建築 8 団体合同の新年交礼会を下記のとおり開催いた

します。相互廻礼の煩を省き、一堂に会して年頭の祝辞を交換いた

したいと存じます。

日 時 昭和 54年 1 月 4 日( 木) 午後 1 時30分 - 2 時30分

会 場 大阪コクサイホテル 8 階宴会場( 東区内本町)

会 費 2，000円( 当日欠席されても会費はいただきます。)

申 込 12月15日ま でに会裂を添え、本会 ( 541 大阪市東区北浜 3

- 37 日本建築協会総務課 T E  L06- 231→648) へお申込

み下さい。参加者名簿を作成いたしますので〆切日を厳守

聞か、ます。

昭和53年中に建設関係功労者として叙勲および褒章を受けられた

方を招待してその栄誉を祝します。

共催団体

日 本 建 築 協 会 大 阪 府 建 築 士 会

日 本 建 築 学 会 近 畿 支 部 日本建築家協会関西支部

大 阪 建 設 業 協 会 日 本 建 築 材 料 協 会

大 阪 建 築 士 事 務 所 協 会 大 阪 建 築 設 計 監 理 協 会

(s!l 和5詳手より 8 団体の共fmと〈よりました)

4建築積算学校関西校開校迫る

拙日本建築干' 1 ' 1算協会では、かねて建築積算技術者の養成を目的と

した学校の開設に努めていたが、来る 11月13日より 6 ヵ月、毎週 3

日( 夜間 ) の予定で玉造文化会館において開校することに決定した。

定員50- 60名、受講料、入学金など詳細は日本建築積算協会関西支

部 ( 245 --6645 ) にお問い合せ下さい。

3 頁下段参照

4 支部だより

各支部選出の新しい評議員が下記のとおり決定いたしました。

( 東海) 水野 金 市 氏 ( 中部工業大学建築科)

広橋 臣一氏( 広橋建築コンサルタント一級建築士事務所)

( 京都) 中山 保 氏 ( 中山建築設備事務所)

山田 一義氏 Ｈ 山田建築設計 ｉ ｬｾ 務所 Ｉ

( 中国) 香取 札 三 氏 (米子工業高等専門学校)

千 代 延 敏 光 氏( 千代延工務庖)

⑨東海支部においては、支部会員相互の理解を深め、親近感を増す

ことを目的に、支部連絡誌として、東海の建築第 1 号 ( B 5 判 12頁)

を発刊しました。今後も年 1 、 2 回刊行の予定です。 なお現在の支

音11役員は下記の方々です。

支 部 長 一 闘 俊 郎 氏 常 議 員 小 川 利 光 氏

副 支 部 長 服 部 小 虎 氏 11 菊 池 利 治 氏

11 宮 崎 辰 敬 氏 11 小 坂 忠 勝 氏

幹 事 中 島 一氏 11 三 国 泰 治 氏

11 長谷部利夫氏 11 手 塚 二 郎 氏

11 森 鉦一氏 11 藤 田 幸 男 氏

11 森 田 徹 男 氏 11 柳 沢 次 郎 氏

11 盛 回 線 勇 氏 11 岩田鍔太郎氏

相 談 役 城 戸 武 男 氏

⑨ 京都支部では役員の改選により、新支部長として水野喜一郎氏

( 水野建設鮒) が就任されました。

支 部 長 水 野 喜 一 郎 氏 常 議 員 高 原 道 夫 氏

副 支 部 長 市 川 繁 雄 氏 11 築柴善治郎氏

11 中山 保 氏11 前 田 利 典 氏

常 議 員 岡 野 武 司 氏

11 神谷 治 氏

11 八回 実 氏

橋 詰 一 雄 氏

松浦真太郎氏

森島 主主光氏

山田 一 義 氏

11 

11 小 滝 一 夫 氏

佐 藤 四 郎 氏

佐々木米太郎氏

四 方 術 郎 氏

鈴 木 党 也 氏

高 橋 政 吉 氏

11 

11 

11 11 

11 11 

山口

川谷

明 氏

勇 氏

11 11 

11 

11 

⑨ 中国支部の昭和53年度役貝は、下記の方々です。

支 部 長 青 盛 繁 男 常 議 員 藤 岡 正 一

副 支 部 長 松 本 正 夫 11 増 岡 正 剛

11 松田 実 11 奥 田 良 春

幹 事 武 藤 享 11 西 田 芳 栄

11 横 田 昇 三

常 議 員 佐 藤 重 夫

11 佐 藤 公 三

11 西 山 高 明

11 古 林 敏 郎

11 回 中 元 夫

11 河 内 義 就

11 柴 田 修 身

11 長 谷 良 典

11 和 田 精 一

11 前 西 菊 人

11 竹 村 通 世

11 江 上 一 雄

11 細 川 義 夫
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日本建築協会会告

4 国宝・東大寺金堂( 大仏殿)

昭和大修理見学会 (3)最終回

一須屋根解体工事( スライド工法) の見学一

奈良・東大寺大仏殿の昭和大修理の本工事は、昭和50年11月に下

層の屋根瓦の解体から始まり、 2 年半に亘る大規模な屋根改修工事

が本年 3 月に無事完成されて、現在、大仏殿をすっぽり夜われていた

須屋根を取りはずす工事が進められております。

この須屋根解体工事は、新築の時と同様に側面で仮設構台を組

み立て、特別の移動装置でスライドさせて鉄骨を解体していく工法

が取られていますが、養生面、安全管理には、この工事中、最大限

の神経を使って取り組んでおられると聞きます。

今回は昭和大修理の見学シリーズの最終回として、いよいよ大仏

殿の全容の現れる須屋根解体工事の現場を見学いたします。

前回同様、東大寺の特別のご厚意と、清水建設株式会社に多大のご

協力をいただきました。なお当日は本工事の「屋根改修工事J の記

録映画( 文部大臣賞ー受賞) を特別に上映していただきます。

多数ご参加下さい。

日 時 11 月 10 日( 金) 集合14: 00→解散16 : 00 

集合場所 奈良 ・東大寺「南大門」前 ・目標会旗

〔参考) J具合所までの交通貨は各自負担のこと。

大阪より→近畿日本鉄道「縦波j 駅よリ衆良行快速急行に来111 (約10分間闘で発

Jj 1. 所要約35分 ・運賃片道 290向) →奈良駅からは東大寺南大門まで徒歩20分、

市内循環パスが近鉄奈良駅前より 5- 10分ごとに出ています。

定 員 25名

参加会費 会貝 800円、会員外1，000円 ( 特別拝観料を含む)

申 込 本会誌発行遅延のため、この催しに限り、電話にて申込

を受けつけます。

参加希望の方は ・06- 231- 9640 ( 建築協会卒業課) へ11

月6 日( 月) までに、氏名・年令 ・勤務先名 ・連絡電話番号

・参加証発送先宛名 ・郵便番号・会貝、会員外の区別を

明篠にお電話願います。ただし定員超過の時は抽せんの

上参加証をお送りします。

- 今後の工程予定

53年 3 月→54年 1 月 末 須 屋 根 解 体 工 事

55年 3 月 ごろまで 廻廊、造園、設備工事

55年10月 落慶法要

{ 右段より)

仁和寺青少年練成道場建築概要

所 在 地 京 都 市 右 京 区 御 室 大 内33 仁和寺境内

設 計( 財) 建築研究協会一級建築士事務所

施 工 大 成 建 設 ・大倉振興建設共同企業体

建築面積 1，649. 573m'  

延 面 積 3，295. 090m'

構造規模 S R C造、地上 1階 ・2階 入 母 屋

高 さ 軒 高 8 .8 m、最高13. 8m

工 期 昭 和52年 10月→昭和53年11月末

2  

‘ 昭和53年 度 茶 室 見 学 会(2)

… ・京都・仁和寺の茶室、童文建造物と

青少年練成道場を見る…

御室仁和寺は古くより、京洛の春の最後をかざる御室桜( 厚咲) の名

所として知られ、真言宗御室派の総本山で、また旧御室御所ともい

われております。これは、今より 1，090余年前、仁和 4 年 ( 888年)

にこの寺が完成され、年号の仁和( にんな) をとって寺格とされて、

その年代の宇多天皇が、退位後、法皇として御所を仁和寺に営まれ

たものによります。

境内には国宝金堂( 慶長内裂の紫笈殿) をはじめ、仁王門、御影

堂、五重塔( いずれも重要文化財) など、ほか11棟の建造物があり、総

じて、旧御所らしい優雅でのびやかな風趣を深めております。

今回はこれらの建物と非公開の茶室「遼廊亭」、「飛涛苧J( いずれ

も重文) を拝見し、また現在新築中の青少年練成道場を見学いたし

ます。

仁和寺の境内にはもみじも多〈、晩秋の紅葉の美しさは格別で、

同寺の評判のお弁当でゆっくりと昼食をいただき、久々に錦秋の治

西での 1 日コースを企画いたしました。多数のご参加をお待ちします。

なお、恒例により、岡田孝男先生にご同行をいただき、茶室のご

説明をお願いしております。

このたびは仁和寺の特別のご厚意と大成建設側および佃忠夫氏に

多大のご協力をいただきました。

日 時 11 月18 日( 土) 集合10: 30→解散16 :  00 

集合場所 京都 ・仁和寺「仁王門 j 前付近・目標会旗

〔参考〕集合所までの交通費は各自負担のこと 。

( 1) 国鉄、「京都駅J . 阪急「大宮」駅前より市パス③番の「山越宇

野行」に乗車→「仁和寺」下車、 ( 所要30分・料金100円)

(4) 京阪「三燦J 駅前よりは市バス⑬又は@番「山越宇多野行」に

来事→「仁和寺」下車( 発点、来場が少し荷量れておりますので聞くこ

と) 所要30- 40分 ・料 金100jl .j

講 師 帝塚山学院大学教授工学博士 |吋 LR )f:・1JJ 1': 

京都府文化財保護指導委以 frB 忠夫氏

定 員 30名

参加会費 会員 2，400円、会員外2，800円

( 特別拝観料、昼食代、その他)

主な見学場所

仁和寺境内

(1)茶室「遼廊亭J r 飛涛亭J ( 重要文化財) ・非公開

(2) 国室、金堂 ・御影裳 ・五霊塔、仁王門( いずれも重文) ・庭園その

他

(3) 青少年練成道場( 新築中)

申 込 往復はがき 1 1"，に l 枚| 以りとします。葉書に氏名 ・勤務先名 ・

連絡電話番号 ・返信用宛名・郵便番号を記入し、会貝、

会員外の区思IJ . r仁平日寺の見学J と明記の上11月11 日

( 土) まてサこ建築協会事業課へ。

ただし見学先の都合で定只を超過した時は会員を優先し

て抽せんにて決定いたします。

ri 主J (1) 今回は午前中に非公開の茶' I { を比学いたしますので、遅刻をしないように臨l' 、ま

す.

(2) 集合所までのパスの所要時1111が長いので、大阪からは l 時間40分{ 立を予定して下

さい。( 大宮駅よリタクシ ーで約1，0∞問、 12. 3分)

(3)iV，備の都合上、 11月16日( 木) までに取消電話連絡のない方は次席されても会費の

ご負担を願います.

( ぷ段へ}



4 堺の伝統をたずねる

一童文、山口邸・鉄砲屋敷・万鍛冶-

近世初期の自由者[1市、場lが昨今注目を集めていますが、今回は、

堺に残された最古の町家で、重要文化財に指定されている山口邸と

代々鉄砲鍛冶を業としていた井上関右衛門毛を見学し、ゲストの左

海格氏より、堺の歴史や街書IJ についてのお話を伺います。

次に打刃物の伝統を今に伝える水野正範鍛錬所をたずねます。水

野氏は万と取り組んで40年。法隆寺五車塔の解体修理に用いられた

鈴鈍や和音Tも製作されました。当日は特に刀の古式鍛錬を見せていた

だく予定です。

晩秋の午後、伝統産業と古い町並みを通じて堺の往時を偲びたい

と思います。多数ご参加下さい。

日 時 11 月25 日出集合13 :  30→解散 16 :  30 

集合場所 山口邸、入口付近・目標会旗

( 堺市錦ノ町東 1 T  2  - 31・T E  L 0722- 32- 0909)  

〔参考〕集合所までの交通貨は各自負拘のこと.

大阪、雄被より→南海1 Ulll 、本線、将通来J I i →「七道J 駅下"li →南東へ徒歩10分

ー- 阪堺線の( 緩の町) 駅停館所より広い逃を l軒へ一筋目を束入るすぐ. ( 普通電

車は 5番のリばより 10- 15分間隔で発 '1工、所主li 15分・運賃片道120同)

ゲ ス ト 左海格氏( 堺市教育委員会)

定 員 30名

参加会費 会員 800円、会員外 1 ，000円

日本建築協会会告一一一

主な見学場所

(1)山 口 邸 ( 重 要 文化財)

(2) 井上関右衛門宅( 鉄砲鍛冶屋敷跡)

(3) 水野正範鍛錬所( 刀鍛冶の見学)

申 込 往復はがき 1 名に 1 枚限りとします。業舎には氏名 ・年

令 ・勤務先名 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を

記入し、「堺の伝統を見る」と明記の上11月17 日( 金) まで

に建築協会事業課へ。

お願い 見学先の関係上、定数11J i ' ) 加できませんので、超過した時は会只を優先して拍せ

んいたしますから会員 ・会員外の区別は必ず明記願いします。

12月の会と催し・予告

・建築技術選審議座シリーズ( 第 2 回)

「ビルの省エネルギーJ

日 時 12 月 1 日( 金) 13:  30→ 16 ・00

会 場事 ｾｭ 年金会館Ｈ大阪市南区谷町 Ｖ )  

.J4: r.市 中村 盆氏( 竹中工務庖生産本部専門部長)

- 墨いろの世界 ( 仮題)

書・墨象家… 篠田桃紅氏に聞く

日 時 12 月 9 日出 14: 0か→ 16: 30 

会 場 あ ま べ 邸 ( 大阪市街ぬ区玉川 4 )  

議 r.rI i 篠 田 桃 紅 氏

- 大正海上火災千里中央ビル新築工事の見学会

日 時 12月5 日( 刈14 :  00→ 16:  30 

集合場所地下鉄・御堂筋線「千里中央」駅前

。会費その他詳細は「建築と社会」誌11月号会告欄に掲載いたしま

すが、お申込は往復ハガキで早い自にねがいます。

‘ 建築データシートハンドブック好評

頒布中

発売以来、建築工事現場等てτ大いに活用され大好評を博し、又「新

建築J 9 月号の新刊紹介や「サンケイ新聞」の記事において高〈評

価されております。

この図書は、材料 ・工法を工事別に分類 ・整理し 、「用途 Ji 特長」

「性能Ji 規格Ji 仕様J … … などの項目について統ーした諮式で記述し

比較・検討を効果的に行えるよう編集したものです。

是非座右の害 としてご購入下さい

・監 修 工 学 博 士 坂 静 雄

・体 裁 A 44司J ( 屯話l陥サイズ) 2 分冊約 1，600頁

本文 ・特賞菱

上製本、堅牢ケース付

・定 価 2 分 冊 一 式 協 会 会 貝 ￥6，000

市生 ￥8 ，000 

. 送 料( 荷造り料、簡易書留、郵送料の実費)

地域により下記のとおり料金が変わります。

第一地帯( 大阪市内のみ)

( 近畿、中図、四国、 中部地方と神奈川県)

第二地幣( 関東、東北、九州地 )j )

第三地帯( 岩手、青森、北海道地方)

1，000円

1，200内

1，300円

1，400円
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- 日 本 建 築 協 会 の 展 示 窓 ご 紹 介
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さる 5 月 8 目、大阪府茨木市に開設されました「大阪府中央卸売市場」をご紹介いたします。

この市場は、近年、とくに消費人口の増加が著しい北大阪地域に、流通の近代化と合理化を図

るため計画されたもので、同地域の消費者約 260万人の台所として生鮮食料品などを円滑に、

安定的に供給できるよう様々な近代的設備が強制[1されています。また、工業用テレビ、コンビュー

タを使用した管理システム、有害食品をチェ ックする食品衛生検査結設、無公害ーの電動車によ

る食品の場内運搬など安全で、衛生的な配慮がなされています。

展示は、甲子園球場の約 5倍もあるという広大な市場の全長写真、敷地内の管理棟 ・水産棟 ・

青果練 ・冷蔵庫棟などの建物、および活気あるセリの風景、市場の平面図 ・取引機構ならびに

主な施設概要などをご紹介しました 。 どうぞご覧下さい 。

ロロロロロ ロ ロロロ ロ ロ ロ ロロロ ロ ロ ロ ロロ ロ ロロロ口口口口 口口口 口口口 口 口口口口口口口口 口 口 口 口 口 ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ

日 本 建 築 協 会6 0周 年

記 念 出 版
@  建 築 技 術 選 主

日常の業務，研究に役立つ有効適切なテーマを が. 知識や技術を. その原理. 基本からわかり

多方面にわたってとりあげ，各分野の第一人者 やすく解説する建築協会ならではのシリース.

3. 建築とコンビュータ- 1  

コンピューターの発達はめざましく，上

手な使い方を考えれば小さな事務所や個

人でも簡単に利用できる時代になった.

本 ｻｬｾ はプログラミングの基本から応力解

析プログラムへの応用まで実例に即して

平易に解説したマイコ ン時代の手軽な手

引引である. 一一一一一A 5 160 p  1000円

1. 茶

ｾ＠

主主 の

茶室の数々の約束ごとを一般の建築技術者のために平易に解説一一一一136p 1000円

C & C  

所 長
魚木晴夫著

目次

1. コ ンピューターの王見4犬 之ノ、ードウェ

ア 3 . ソフトウェア 4. コンピューター

の使い方 5. アプリケーションの作り方

6. 建築におけるコンピュータ一利用の

現 状 7. 構造設計プログラムの組立て方

8 応力解析プログラムの実例

言活
帝縁山下院

k 学 教 授
岡田孝男著

2. ビルの省エネルギ- 2rz 中 村 猛 著

複合ヒートポンプによるピルの省エネルギ一空調 システムを紹介一一136p 1000円

(近干1])

都市の下水処理

コンクリー卜工事の管理

松永一成

奥島正一

す まいの語録 茶谷正洋

権造計画と や さしい力学 1 須賀好富

建具の話 山片三郎

( 以下絞刊)

編 集 学 芸 出 版 社

発行 京都市下京区木津属精通商洞院東人

T E  L  075-343-0811 
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- 上記技術選書は、全国の主要書l苫でもお求めになれますが、 日本建築協会会員および会員の紹介の方で事務局まで買いにニられた方に限町、 |割引で頒布いたします。
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. 写 真 と 概 要 を ど し ど し お 送 り 下 さ い .

凡 例 a .  A斤誕地 b  敷 地 図 fll c  雄 策 面 倒 d  鍾 床 面 傾 e  川 浩 脱 悦 f . 工JUJ

1369 新 大 阪 日 大 ビ ル 2 号 館

設 計 J創 美 設 計

施 工 . 盛 工 務 盾

a. 大 阪 市 東 淀 川 区 南 方 町 1 0  9  2 の l

ｾ＠ ｮＸＮ ｈ ｾ＠

c.  700.  58m'  

d.  7，419.34m'  

e.  S  R  C 、 10F

f. 昭 和 51 年 10 月 ~ 昭 和 53 年 1 月

1372 豊 能 町 立 光 風 台 小 学 校

設 計 : ttJ 美 設 計

施 工 . 奈 良 建 設

｡ 大阪府立 能 Ｑ ｾ Ｑ 'i1 能 町 古 川 字書!日内

b. 40，257.  OOm'  

c. 2，989.  14m'  

d.  5. 734.21m'  

e. 校舎棟 : R  C ，3F 、屋内体育館 R C 、2F

f. 昭 和 52 年 6 月 ~ 昭 和J 53 年 3 月

1375 日 商 岩 井 第 2 京 橋 ハ イ ツ

設 計 : 大 林 組

施 工 大 林 組

a. 大 阪 市 都 島区東野 rf l 4 丁目 6 1 - 3  

b.  875.55rri 包

477.94rri 宮

d. 3，479. 15m包

e. S  R  C 、10 F 、P 1  

f 昭 和 52 年 5 月 ~ 昭 和 53 年 4 月

1370 新 栄 ビ ル

設 計 : ttJ 美 設 計

施 工 : 冨 土 工

a. 大阪市淀 川 区西 中島町 4 丁目 3 5 - 1

ｾ＠ ＥＱ Ｎ ｕｾ＠

c.  420.  14m'  

d.  3，613.94m'  

e. S  R  C 、10F

f  昭 和 52 年 6 月 - II tl 和 53 年 6 月

1373 久 保 歯 科 医 院

設 計 A • R ・ 1 建 築 事 務 所

施 工 井 原 建 設 工 業

｡ Ｎ 香 川県 三ｾ ｾｭ＠ t!t 7;兵 町 姫 浜

b.  906. 3m'  

c.  183. 8m'  

d. 305.6m'  

&  R C 、 2 F  

f. 昭 和1 52 年 8 月 ~ 昭 和 53 年 2 月

1376 日 商 岩 井 董 橋 ハ イ ツ

設 計 田清 水 建 設

施 工 清 水 建 設

a 大 阪 市 械 東 区 隙l 目 4 丁目 1 2 番 1

b.  6，135.72m'  

c. 1，879.62m'  

d.  15，540.  28m'  

&  S R C 、11 F

f 昭 和 51 年 12 月 ~ 昭 和 53 年 2 月

1371 渋 沢 倉 庫 茨 木 流 通 セ ン タ ー

設置十 . 清 水 建 設

施 工 : 清 水 建 設

a 茨 木 市 南 耳 原 一 丁 目 一 番 地

b.  13，880.  23m'  

c.  5，906.71m'  

d.  ， 17，148. 75m'  

e  本館 : R  C ，5F 、P 1、厚生械 : S 、2 F

f. 昭 和 52 年 7 月 ~ 昭 和 53 年 5 月

1374 王 塚 台 保 育 所

設 計 : 神 戸 市 住 宅局 営 繕 課 ・共 同 設 計

施 工 i葛 谷 建 設

a 神 戸 市 垂 水 区 王 塚 台 5 丁 目

b.  1，067 .420m包

ｾ＠ Ｕ ｾ 目 Ｕ ＶＱｭ Ｇ

d. 724 .071 m'  

&  R C 、 2 F  

f. 昭 和 52 年 9 月 一 昭 和 53 年 3 月

1377 ロ イ ヤ ル ハ イ ツ

設 計 配j 美 設 計

施 工 : i鉄 建 建 設

a. 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 '1" 3 丁目 8 - 2  

ｾ＠ ｗ ｏ Ｎ ､ｾ＠

c.  117.  78m包

d  ｾＹ Ｎ ｾ ｾ＠

&  R C、 7 F

f. 昭 和 52 年 5 月 ~ 昭 和 53 年 4 月
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仮 使 用 承 認 の 申 請 について( 大阪市の取扱い)

は じ め に

本年 3 月号の本コーナー( 123 ) で法律の目的およ

び要旨について述べたところ、各i J" illi よりその申

請要領について凡例をあげて記せとのことである

が、建築物は、その規模、用途、プランの多機悩:

および地域の性格、または都市機能の杭l呉等、何

一つ同じものはなく、簡単に画一例示できうるも

のではない。

建設省としても、これの例示をすべ〈、全国担当

者より委員を選ぴ作業にはいりつつあるが、当分

j羽待薄である。

また反面、記載にとまどうということは、従来、

増築等の計画を行うとき、その工期、工法等、経

済性に重点をおき( もちろん当然のことであるが)

出来上がったものが法に迎合しておれば良いとい

った考えが主流を占め、その内に収谷するものに

対しての、工事中の安全、保護にはあまり f留意し

ていなかったともいえるのではないか。

昭和45年、すでに大阪市消防局では、当 11寺地袋i等

の工事により人身事故にいたる火災がｾＺｩ ｩ 発したの

で、百貨底、マーケ ッ ト等および病院等の特定の

防火対象物に対し、建築物を使用しながら 5 日以

上の工事を行うものは、あらかじめ工必中の安全

計画を附立したうえで工事に新手するよう規定し

fこ。

今回の法改正もこれらの延長、 J広大であり、なん

ら、めあたらしいものはない。

考 え か た

仮使用承認の不要なものは、つぎの通りとなる 。

1  . 法第 7 条の 2 第 1 項カ y コ; ! ? きのもの。

2 .  1 以外のもので、避難施設等に| 期する工事を

含まないもの。

3 .  1 、 2 以外のもので、工事中に既存部分を使

用しないもの。

4.  1 から 3 以外のもので、既存部分が均築等の

工事活手以前に、増築後における基地に適令し

ているもの。

5.  1 から 4 以外のもので、既存部分と工・1'; 部分

とを耐火構造の床または笠で区画しているとき

の既存部分( ただし接続をする場令には、その

時点で問題がある )。

これらは、増築等の工事中に火災等の災害が発生し

ても、多数の人命に危険をおよぼさないと巧ーえられ

るもの 、または危険の予防措遣をしたものである 。

したが って止むを科ず仮使用のゑ認を緋ょうとす

るときは、これらの精神に基づいて最優先される

人命の保議を充分考n' l ! l : しなければならない。

そこで、法に代わる十lf 置とはどのようなものか、

J.l¥築と 社会 / 1978年 10月号

法を満足したとしても、法は最低の基準にしか過

ぎない。 いいかえれば、最低基準の代替措置など

あるのかという疑念も生じるかと思うが、特定行

政庁の判断は、既存部分は矧築等に至るまでは適

法なものでもあり、また l浪られた期間内での使用

ということもあ って、前述の柏村1を充分もりこん

だものには、仮使用を認めるのである 。

凡 例 ( 5) 11図による)

① A 僚を使用しながら B を地築し、②のごとく l

煉にしようとする場令、屋外| 階段を除却しなけれ

ばならないが、この建築物が令第 120条および第 121

条に低触する用途m. 似のものであれば、当然、こ

れに替わる十日世を必 じ、仮使用申訟をしなければ

ならない。

したがって③のごとく既存部分を安全に使用でき

るよう、仮設の昼外| 併↓ 止を設け、避難i 1 i1J 線を隊保

しなければならない 。 その工程はおおよそつぎの

通りとなるであろ う。

1  . 館内に出入りする人々全只に避難動総の変更

とその運用始Jljl およびJUJIRI をしらしめる 。

2 . 仮設屋外階段を設ける ( 当然のことであるが

工事動線とは重複させないこと )。

3  仮設屋外| 階段の運用を開始する ( 出入口には

非常口等の誘導所またはtdl 識を附置する )。

4  既設屋外附段に ヨRる防火戸を完全に閉鎖する。

5  ここではじめて m築工 '1'; に新手するが、当初

の計画のi泊り、仮設| 培段よりの避難に影響を与

ｆ 戸 Ａ ｾ，ｾ ｾ＠既 存

A  

綾工

同一練

ヨ
除却階段

: 削ー一一- 1

、"

'ー:J 防火戸 ;  

閉鎖 l  

-ーーーーーーーーー」

選重量経路

えないよう、 また既存部分に災害を及ぼさない

よう留意する ( 仮囲い、または答備貝の常駐等)。

6. 既存部分に非常照明等が必要であれば、なる

べく夜間、休日等の無人時に増築工事と併行し

て行う 。

7.  B 棟が完全に出来上がった時点て¥接続工事

にはいる 。接続は上階より 1 フロアごとに完成

させてゆく。

8 . 接続後 2 と同様運用の始WI をしらしめる( この

時点で既存部分に必要なものは完成している )。

9 . その後仮設非常口を閉鎖改修。

10. 仮設屋外階段を撤去。

申請の方法

大阪市では、申請舎のほかに別掲の補助用紙とし

て、安全計画f!?を用いている 。

8 およ び 9 欄に今まで述べたことを具体的に記11在

すれば良い。枠は 小 さいのて、記，1までトきないときは、

さらに補助の用紙を用いれば良い 。

図前は確認申訴に用いるものと、現況図に代智行1

ｦｉｔｾ専を記入したものをそれぞれ対比できるよう添

付すること 。

安 全 計 画 3

1・a僚主総雨I U

. ・.・・
2. " ‘氏 .
.・ ，・・爾.• 
a  H  • • • 

3.11 ‘国， .旬

.・ 1: .. ｾ・ Ｎ

z ・& 1 1 1 . .

' . ' 広崎氏，

・..・・嬬.1 凶・.. ‘ k・・a時 置“・R

ｳ 工 機施 工 ｾ ｉ 隆 ＱＱ ＮＢ 111 .. 

住 所 氏 仇 | 電・

6 工司区靖子予定日|昭伺 守 "  目 17 工4I: :.t T 予定 日l 昭佃 _，_ 11 

.  .， 

8.ヱ4院の 係 餐

9.'1i 全」の IlIiI:!9'

10. (1 

4能..，

"刷"航刷u 凶 a唱民喰寵酎帽 . 削降H山認泌凶u川a珂. . 叩‘劃配Bにこ川"刷i.. ILl .跡3 闘 '

. 剛 」岬 ι帥Ｎ 制Ｂ叫Ｎ 工即Ｇ桝 ＱＺ ，附 ｪμ川』同Ｇ柑Ｑｉｉｉ Ｎｾｬｬ 円哨 ｈ 山ＱＺ Ｎ ＱＮＺＺ Ｚ Ｇ句 ｔ 間 帽何恥に'帽t咽. t 1 r叫. . . 刷 .恥民叫. 刷ゐ叫代附.  
陥岡温肘，叫‘ . . ，剛R凹周肘す叫. . 州‘ 削 a肺量' "刊舗剛隠闘.叫拠伽伺帽u匁軒向時苛聴弘 何 眠 仕 附><凶兎山削u岨a岨. . 凶 叫 M 州 . " ‘ 附

".‘マ，“

そのイ也

以上、Ｎ￞，Ｂ ｉｾ 等に関して述べたが、新築の部分竣工

の場合も考え方は同じである 。 ただしテナ ン ト等

の入屑が決定せず、竣工が遅延するような場令は、

不経祈ではあるが、安全のため、 一応完成させ、

竣工検査済証をとられたい。

なお令 ｾ ＱＴＷ 条の Ｒ にかかる建築物の仮使用にあ っ

ては、その計画にあた っては現在の建築物等にお

ける 一定時間の滞留人員、その分布状況、4 t 避難

経路における避難流出率等を調査 ・研究のうえ、

ちみつな計画をたてなければならない。

そのほか注意しなければならないのは、仮使用*

認を所41i 消防署で下見をする際、消防計画、l!の 提

出を必要とし、指示をうけるものもある 。 しかし

ながら、これは 3 月号 ( 123 ) の手続 4 で述べたご

とく、この消防計図書が、建築局へ徒出する内谷

を包含していれば、これを安全計凶作とすれば良

いの で、当初より - rr 計画すれば告知は孟紋する

ことにならない。

(大阪市建築指導部監察謀主査 栂 井 千 澄 )
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〈新建材紹介No.5 2}

野 田 合 板 株 式 会 社

『ノダラスカッド〈ネル』 本 社: 干 103 東京都中央区日本稲本町 3 ー 1 (共同ヒソレ) T  E  L  03- 270ー1181

大阪営業所: 〒 550 大阪市西区西本町 1 ー10 - 3  (新松岡ビル) T E L  06- 541- 9851 

.  ノダラスカットパネルの概要と特長

現在、一般住宅の外装仕上げにはモルタル塗り吹

イ寸け仕上げが主流となっているが、これはモルタ

ル外装が防火上優れていること、デザイン的にも

シンプルな仕上がりが得られることの評価と思わ

れる 。 しかし 一方、モルタル外装は 、下地が腐り

易い、工期が長い、 ｾｾｊ れ、浮きなどのクレームの

発生が多いなど、難点も多い。 では、モルタル塗

りの長所を生かしつつ、欠点を少しでも減らした

工法はないものかと研究され、このほど発表され

たものに野田合板株式会社の 「ノ ダラスカ ッ トパ

ネル」がある 。 これはモルタルの欠点をカバーし、

さらに住宅の桃造的強度をも高める性能をもつも

ので、画期的なモルタル下地合板といえよう 。以

下、ノダラスカ ッ トパネルについて紹介する 。

① 製 品 仕 機

ノダラスカ ッ トパネルの台板は、防虫防蛾処理済

み、 7 . 5mm 3 プライ厚の構造用合板( 特類) を使用

し、四国とも面取り加工した上に防水被膜を作り、

さらにその上に「混和斉IJ 入りセメント」にて凹凸

層を形成している 。( 図ー 1 )  

図- 1 ノダラスカ ットパネル断面図

面取り加工は、目地部を耐クラ ック性と防水性に

ついて、完全処理するためのものであり 、防水被

膜はモルタルよりの透水を防ぎ、かつ ift 手[成IJ 入り

セメント凹凸層と合板との密穏を強固にするため

である 。 また凹凸層はモルタルとの密精力および

投童話刻ｾＪを高めるために、その波型 Ｈ 下記写真参

ll¥! ) にも充分配慮されている 。寸法は関東問用で

900X  1， 820mm、関西間用で900X 1， 970mmが用意さ

れている 。重さは 1 枚 8 kg なので楽にハンドリン

グできる。

ノダラスカ ットパヰルの表面状態

② 特 長

イ) 構造強度を 高め る

ノダラスカットノ マネルは、筋かい強度の高い、 7. 5

mm]平総造用合板 を台板としているので、このパネ

ルの使用により{ 主毛の構造強度を高める 。 ノダラ

スカ ッ トパネル張り壁体は、在来の軸総工法に用

いられているモルタル下地用ラス下板張り壁体よ

り大きな明 断力を持 っている 。( 表ー 1 )  

褒 - 1 壁体の卿断耐力鉱験

ラス下板張壁 101kg 

ノダラスカ ットパネル強壁 |  乃7kg

(切断歪 1/60rad) 於 東 京 大 学

7. 5mm厚構造用合板は、在来の木造軸組工法と枠組

壁工法Ｈツーパイフォー工法Ｉにおいて、ｾ倍率

2. 5 としての強度が認められている 。〔建設省告示

第 163 号 ( 昭和 47 年 2 月 8 日) 、問告示第 1017号

( 昭和52年 7 月12 日)) 従 って 地震、台風に対して

強靭な住まいが出来る上に、在来のモルタル壁の

欠点である構造クラックをも減少させる 。

ロ) 耐久性を高 める

モルタル厚が均一 に塗り上がり、かつモルタル拘

束力が大きい ( 表ー 2 ) ので、モルタル亀裂が在

来工法よりきわめて少なくなる 。 また防水被膜に

ょっ外部からの水をシャ y トアウト ( 表一 2 ) す

るので雨水の佼透による下地材の腐れが少ない上

に、防虫防蛾処理! 済みの構造用合板でみあるので住

宅の耐久性は一層高まる 。

表- 2 密着力と透水性の比較

智 治 力 l 透水位

表而引張(kg! c  m' )  I  (g !  c  m'hr )  

6. 5 

2. 6- 5  

0.002- 0.003 

0.002- 0. 004 

J 、) 施工工程を短縮する

ノダラスカ ッ トパネル工法は、在来工法のラス下

板張りからモルタル下塗 りまでの 4 工程を、 1 工

桂で完了させる 。( 表ー 3 )  そのため下級との工

程待ちロスもなく、パネル張り直後より内装工事

に若手できる経済的な工桂管理J l が可能である 。

褒 - 3 在来モルタル工程との工程比較

ノダラスカットパネル工法 |  鰍 モ 11，. :1 1レ工法

①ラスカ ットパネノレ限り |  ①ラス下板張り

( 目地処理) I  ②フェルト綴り

③ラス網張り

①モノレタル下主主り

②モルタル中佐) ⑤モルタル中盤り

③モルタル仕上げ |  ⑥モルタル仕上げ

ニ) 断熱、遮音効果を高める

ノダラスカ ッ トパネルは |りJ 水 完備により、含水準

に起因する断熱性能の低下を防ぐ 。 また隙聞のな

い合板張り外壁により遮音効果も大きい 。

・ 材 質 と 性 能

① ノダラスカットパネ ルの諸元

1111げ強j且

1111げヤ ング{，f:数

量Iの保持 11

熱{L; 導Ifニ

進水性

700kg/ cm' {縦) ・300kg/ cm' {償)

118，000kg/ cm' {縦) ・13，000kg/ cm司被)

74. 5kg ( N - 38逆・')1抜抵抗)

0.10  kcal  / mh'C 

0. 002- 0.003g/ cm' hr {  J  1  S  - A  1404)  

② モルタル施工したものについて

セメ ント : 砂= 1 3 配合のモルタ J レ10皿厚主主 り

4  i且!日1業生したもの

平而引張。説、消力試験 6. 5kg! cm'  

凍結融解試験 50サイクル災状な L

・ 施工のポイント

① 大工工事

柱、附柱に直接検張り、突付けて釘止めする 。釘

はN - 38 以上を使用、 150 mm IHJ 隔で打つ。土台部

分、出隅の小巾板は 50- 100mm間隔 で打つ。

② 左官工事

イ) 目地処理;

専用ジョイントセメント 4 ラテックス l の混合

割合で目地材を作り、すべての継ぎ部分( i 窓枠、

端部、出入間等 ) を 目地処理をする 。( 図 2  )  

ロ) モル タル 1 団主主 り工事，

所定髭のモルタルポンドを浪人したモルタルを約

10mm厚に塗る 。 2 週間以上の養生後、各仕上げ工

ｾ ｊｾ を行う 。

3宅舎付11 自透 . ' L 援司 幽綱

歯一歌曲

- 用 途

一般モルタル外装下地のほか、ビル、Ｂ＿ｾション

の風呂場、洗面所、玄関等の内装下地および、タ

イル下地として広〈使用できる 。さら に建設省よ

り下記防火構造認定・を取得しているので、あらゆ

る場所の防火規格に適応できる 。

※防火精進( 防火第227号) モルタノレ厚24 mm 

延焼防止構造{{主指発第449号) 問l厚10 四国

・ 白 モ ル タ ル 一 発 仕 上 げ 工 法 が 登 場

最近同社は、ノダラスカントパネル工法に白 モルタ

ル一発仕上げの新工法を新たに開発した 。 これは

ノダラスカ y トパネル用の白モルタルを使用する

事によ って①モルタルクラ ックの低減、②工期の

短縮 、①高級な仕上げ感をもたらすなど注 目に値

する工法といえる 。 白モルタルは主材 ( セメント

骨材等 ) に混和斉IJ と繊維を入れた配合材料で、乾

燥収納を非常に少なくし、さらにモルタルポンド

の浪人で密着力を制強してクラ ッ ク防止を計って

いる 。放置 i時間l も不要の工法であるので、続くほ

ど早〈完成する 。現在スタ ッコ仕上げとリシンか

き務としの 2 工法が用意されている 。

以上、野田合板材式会社のノダラスカ ッ トパネル

について紹介したが、 S 53年 1 月の伊豆大 島近海

地誌と 6 月の宮城県沖地浪においては、在来のラ

ス網モルタルのクラ ック争IJ 落現象の発生被害がか

なり多 〈見られた が、ノダラスカッ トパネル張 り

壁体には何ら ｾ￭ｩ 執Ｚな変化が認められなか っ たとい

う。本パネルの構造強度 も優れていたことの笑証

でもあろうか。

詳細は上記会社宛へ閉会せのこと 。

ill 材委只 /{ t - 原一夫〔戸 田正ll ，;Jt {株 ) 大阪支 l;li 技術課長 〕



建 築 と 社 会

ユ

ニュース際紛をお送り くどさい。

神戸港近くに“ 生活科学研究所" 誕 生

" 兵 庫 県 立 生 活 科 学 研 究 所 は 、 昭 和39年に県が、

. . 生活の科学化" に取り組み、以来、消費 者啓 発 や

苦 情 の相 談 な ど 、 全 国 の 自 治 体 に 先 が け て 消賀 行

政 を 推 進 し て き た。 しかし、大hl 生 産 、 大hl 消費

を背録に 消 費 者 問題 は ま す ま す 複 雑 多 様 化 し 、 ま

た高度成長から低成長への移行、資源、エネノレギ

ー の11111約 な ど 、 環 境 が 大 き く 変化 す る な か で 、 消

費 者 保，湿 の た め の 回JUI 的 な 施 設 と し て 計 画 、 池 s泣

き れ た の が こ の “ 生 活 科 学 研 究 所 であり、問♂，

の 分 析 、 性 能 テ ス ト 、 消費者情報の収集、管理II 、

提 供 、 消 費 生 活 相 談 な ど の 指 導 者 の 養 成 を 専 門 に

行 い 、 消費 生 活 の 向 上 を 図 ろ う と い う も の。

敷 地 は 、 昭 和56年 に 開 催 が 予 定 さ れ て い る 凶 神 戸

新しい大阪市庁舎の

デザイン構想案きまる

主主主長ぷ計 5 社 か ら l却された新庁舎のデザインは、

し、ずれも 中之 島 の 最 観 と 市 役 所 庁 舎 の あ り 方 と い

うm裂なテー? を追求したものである。採用集は、

今 後 、 市 が 災 地 さ れ る 北 本 設 計 、 実 地 設 計 の j瓜尖

となるべきものである。応募主総は、大阪の代表的

気 鋭 の一 つ で あ り 、 市 民 を は じ め 、 多 く の 人 々 に

親 し ま れ て い る 中 之 品 に 建 設 さ れ る 新 市 庁 舎 と し

て 、 多 く の 付 与 さ れ た 粂 件 が あ る な か で 、 い ず れ

も、それぞれ最大阪の努力がなされた力作であり、

各 笑 と も 苦 心 の あ と が う か が わ れ る 。 応 募主健全両日

の傾向としては、略実にまとめあげられているが、

随所に、 '1好 新 な ア イ デ ア が 認 め ら れ 、 今 後 に 生 か

し う る も の と し て 、 十 分 評 価 し う る 。 審 査 会 ( 7  

氏て寸時成 委 員 長 竹 11聾健造氏 ) と し て は 、 い ず

れも{ 反れた作品のなかから、 J采用主従を選定するこ

とは、非 't 止 に 凶 雌 で あ っ た が 、 似 重 審Z遣を*，eけた

結来、各衆の" 附平に述べるような理由で、なかで

も総体的にみて、優れていると必められた突を、

保 用 案 と し て 逃 ん だ。 そ の 他 の 案 に つ い て も 、 そ

れぞれ優れたずf:E1や表毛J i 11< ｾ￦Ｎめられ、今後に生か

し う る こ と も 々 え ら れ る こ と か ら 、 参 考 案 と し て

U( i 尺することとした 。

このような趣旨から、若手査会としては、今後、市

で尖 ｽｪｦｦｩ される Ｑ ，ｾ本ぷ計、笑』也ぷ討のなかで、採用

袋 を も と と し 、 そ の他 の苦笑のもつ似れた元J : 11! をも

参巧ーとしながら、 JJ l . . - j I : 庁舎のメモリーを発展させ、

市民の期待に応えうる、中之品にふさわしい、 ffi

j平でJil¥. 絡 が あ る 新 市 庁 舎 と な る よ う 、 な お一 層 の

. i 1 ! : 型が追求されることを期待する 。( 審査会総評より )

新庁舎の主1) ; ，没はi I 可後 2 ｊｴｬ ｊ に分けて工 ｾ ｊｾ を進め、耳 ｌ

ｉｉｉｉｊ 古 ＱＱ 分の自ｾ ｬｊ ｕｊ エー ｊＧ［ は米年春に ｾＧｩ 工する計画であ

る。

ポ ー ト ア イ ラ ン ド 博 覧 会 の 会 場 と な る 神 戸 浴沖

に 建 設 さ れ た 人 工 島 、 神 戸 ポ ー ト ア イ ラ ン ド の 玄

関 に あ た る 神 戸 大 橋 を 波 った 正面にあり、やはり

56年 開 通予 定 の " 新交 通 シ ス テ ム " の 軌 道 がill .t生

"J"であ り、敷地のJ l HIII J道 路 に 駅 がU:'，米れば者11心 か

ら数分で到消 出米るようになる。

縫 物 は 、 テ ス ト キ ッ チ ン 、 理 化 学 実 験 室 を 主 体 と

し た 研 究 棟 と 、 起 仮 装 近 、 落 下 テ ス ト 、 プ レ ハ プ

住 宅 を す っ ぽ り と お さ め 自 然 環 境 を 作 る 屋 内 再 現

実 の あ る 多 目 的 実 験 線 と 、 耐 火 耐 爆 実 験 棟 か ら な

り、将来の試験石 Ｇｊｦ Ｇ免の多様化を考慮し 、 ＳＱＺ 皆 にｾ

築 出 来 る よ う 配J革 し た 。 敷 地 が 、 神 戸iをi'j ' の 埋 立

地とい守条件から、 N F カ ットの塗肢を泊し た長

さ38Mの 鋼 管杭 を使用した。

建 物 は 外 観 の 統ー を図るため、外壁には、 y ャモ

ッ トタイノレの淡い色調を配しておちついた、親し

みやすい研究所となるよう心がけられている。

当 然 起 こ る 地 盤 沈 下 に 対 し て 床 に は 各 ス パ ン ご と

にマンホーノレをぷけて土者少の布I i 給が出来るように

し 、 パ ラ ペ ッ ト 、 ひ さ し 等 に は 、 ホ ー ロ ー 鉄 板 を

使 用 し で あ る 。 環 境 慾 備 は 義 務 づ け ら れ て い る 緑

地 軸 を 始 め 緑 を多くとり入れ、塀のない方自設はポ

ートアイランドの他の建物の前例となると共に、

広 〈 県 民 に 聞 か れ た 研 究 所 と し て 動 き だ す こ と を

キ斤る 。( 門内 )

一 一 一
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大江備

審 査 経 過

審査会は、 7 回にわたって似重な審査を行い、昭和53年 8 月18 目、最終審査会に

おいて、採用笑を決定し、その他を参考案として採択した。

審査経過としては、まず、競技袈l ) ' l ならびに建築基準法等に| 刻する条件審査、審

査方針の協議など、 Ｂ ｉｾ 前作業そ行うため、得 Ｓ 空会を Ｓ 回開 ＱＱＱ｜ した。ついてＧ、 Ｒ 日

1111 自由守住宅EJtI )ll 日を設けて、その111)、各審査只の自由審査とし、 ti 'i111に移設を行っ

たのち、審査会を聞き、各作品について自由な意見交換を行い、詳細に検討した。

選与は、投票によらず、協議によって進めた.

応4): 作品は、作品ごとに添付された封在、図面および説明書に、無作為に審査番

号を付し、応募者無記名で審査された。なお、応募者には審ｾ番号が、若手査員に

は作品についての応募者名がわからない方法をと った，

採用裟および参考案を決定した後、応募者名を 2若封した封; ? ? を| 湖封し、審査番号

と応4王者名を対応させた。

採 用 案 審 査 講 評

王見本庁舎のイメージを、新市庁舎に受け継ぐことを意図した現代的なデザ

イ ン 川先日、また、その榊 ｾｊｊ をまとめるなかで、設計条件について詳細な検

討 を 加 え 、新 し い 提 案 を し な が ら 、 堅 実 に ま と め あ げ て い る 去 な ど 、 こ れ

らの桝忽と努力が評価できる。

配置図 1  : 1000 外 観は、外壁の榊成、特に南北簡の: 容の桃 成 を中心にしたデザイ ン榊忽と

な っている 。 しかし、建物上| 滑ならびに屋上1: 皆の級いは、その意図は理解

師宜簡

昆畢矯

できるが、意匠( J gには再考の余地があることもいなめない。

建物自己訟では、南側に敷地の余裕をも っと も広くと った点はよいが、東側IJ

はやや狭い。前庭に、現本庁合の正面玄関の一昔11を 復 元 す る こ と は 、 正 面

_ '，. ;:.. 広 場 を 市 民 に 聞 か れ た も の と し 、 か つ 、 多 目 的 に 利 用 す る た め に は 制 約 と

_j  .. .. . . 採用案東一西断面図

なる 。 ま た、 1)1寄せのアプローチも再考すべきであろう 。

2: 1見lホーノレは、 H 伊吹 き抜きで、かつ、十分な広さがある。

プランについては、特に、事務室配症のフレキシピ リテ ィ に 十 分 な 考 慮 がは

らわれているほか、中央コアのエレベーター配世についても 配 慮 が み ら れ る 。

ま た 、 地 下 2 1: 皆の食立南側の持リ庭のアイデアはよし、。

椛 i主 計 画 は 、 合 理 性 を 追 求 し 、 か つ 、 事 務 室 配 訟 の フ レ キ シ ビ リ テ ィ の 確

保を{ 必先させて、大スパン今成梁防造を係 j 目しているが、この市庁舎建築

としては、そこまでの必要はなく、逆に、 iit 型商Iに彬号車を与えている面も

みられるため、検討を望書する。

参 考 案 審 査 講 評

周凶の1ituとの調和を図るため、建物を大きく感じさせないとい う題行から発氾!

されたデザイ ン情忽は、十分評価できる. 外観は、上況の趣旨から 、 l 階分低〈

見せることと、屋上突出部を小さく見せることを Ｑ ［ｾｾ しているが、これは一つの

手法として理ー解できる。また、「みおっくしの銭 ｊ を、ｾ物の笠 Ｑｭ に切り込んでお

さめた手法も、 一つのアイデアであるが、ややその扱いに背しさが感じられる 。

総体的に、建物の印象を抵抗感の少ないものとすること を芯図し 、随所に、斜線

や 1111線を活用した繊細! な感覚を

持 った建築とな って いる。建物

自己i世l立、敷地の余裕によく気を

配 って おリ、南開1) および束個IJ を

r.i:: くと ったまとめ万は、も っと

も優れている。ま た、前庭から玄

関ホールの床に施した流水紋の

デザイン、玄関ホール内部の 1111

1m天井、遡リ階段を持ったギャ

ラ リー、モザイク壁画、ステンド

グラスや議場天井の求心的なx l .

Ir r : など、細かい配l. p: がみられる。

東 畑 建 築 事 務 所

垂直線を 1rtl 謝した来図百! の象徴

的な外国t とともに、正問広場に

徹底した歩半分離の手法を導入

し、かつ、前庭に工夫をこらして

いる点、そのう行屯! は十分詞' 価で

きる。建物配置の而では、自動11I

の寄りつきを地下 11' 告とし、正l国

広場を市民のためのさ ｾｉｕｊ とし、

水をテー7 にした三つの広場で

N別式し ている。そして、その一つ

に現本庁舎の「みおっくしの浴」 安 井 建 築 設 計 事 務 所

のー苦11を復元した「みおっくしの

広場J を設けている。しかし、この歩半分離の結果、正面広場を 2. 5m!ll' し上げるこ

ととなり、広場が御堂筋から閉鎖された形とな っ ており、また、御堂筋に Ｑｭ した白 ｾｲｽｊ

'11の出入口は、交通処理上のi問題を生じる のではなかろうか。プランの繭では、駐 '11，

坊を地下 Ｒ 階の 一 層にまとめた提案は、 ＨＱ 動車のがｾｾを ｦｩｩｪＧ ＡｉＧ Ｑ にしている点でｬￆ解 で

きるが 、外来および公用 ＱＱＱ 駐 Ｇ Ｑ Ｑｾ 品に明確な区分がなく、 ｗ ＮｦＮＡ ｕＮ のｼ日 ｬ 泌がある 。 細部に

ついて言えば、特に、エレベーターホー l レが極めて炊く、その実用性に H日泌がある。

人

い

に

休

み

出

、

、

ま

に

で

姿

、

正

ホ

。

計

確

。

引

用

物

一

「

の

は

て

。

端

点

の

は

人

関

る

面

分

る

日

を

功

悼

の

の

卓

・
と

み

る

極

の

面

用

ド

玄

い

断

十

あ

パ

列

の

と

上

動

こ

ら

れ

が

ン

造

係

斗

側

て

た

が

が

ぺ

位

四

闘

仕

白

た

か

ら

裕

ラ

仰

の

い

い

胤

し

つ

似

み

日

目

m

門

町

公

守

、

し

況

め

余

プ

渓

ア

ゴ

び

保

と

耐

ら

凶

に

ど

、

給

面

中

状

認

の

・

耐

コ

司山

よ

帥

慨

を

婆

う

湖

面

な

山

に

反

集

泌

が

地

る

二

型

で

お

を

問

所

い

日

化

る

と

必

の

に

交

点

数

い

U

H

的

ル

別

室

、

な

訓

南

す

く

広

そ

側

の

な

の

て

憎

た

欲

一

空

大

に

い

ゴ

、

と

広

の

。

北

路

恩

側

つ

抑

え

芯

ホ

大

、

め

て

批

位

上

を

そ

る

が

迫

無

南

な

山

内

巧

に

闘

に

し

た

れ

印

円

仕

場

、

あ

口

辺

や

、

〈

E

、

も

品

川

玄

ル

か

の

さ

一
い

大

庁

広

た

で

入

周

や

た

狭

は

ぷ

非

順

一

し

画

保

印

に

紋

而

ま

ア

市

日
剛

一(

正

、

デ

町

四

、

、

り

イ

バ

束

裂

は

あ

ア

円

、

で

泣

で

の

同

は

耐

配

必

つ

叩

鋭

刷

物

均

一

刈

外

を

処

た

に

。戸

則

。

れ

も

も

る

似

る

叫

院

の

と

き

屋

あ

、

た

と

で

の

で

は

て

忽

価

上

徴

と

た

桃

浮

以

特

こ

を

ン

に

階

が

た

J

イ

い

8

点

し

は

情

ザ

大

、

る

と

尖

デ

は

に

い

、

7

の

な

欲

特

て

ろ

し

的

意

、

せ

図

〈

典

の

山

わ

を

つ

占

そ

た

あ

化

お

大 建 設 計

の

ム

し

き

わ

る

に

を

発

、

、

が

よ

た

レ

固

体

件

加

と

で

明

あ

舎

一

う

し

は

展

が

れ

フ

計

総

雨

宮

路

題

価

j

徴

庁

リ

い

か

承

発

方

入

、

の

。

ン

の

主

汗

1

特

市

モ

と

し

継

の

う

り

一

場

る

イ

へ

を

て

)

ハ

の

新

メ

〈

。

の

ジ

佼

取

リ

議

い

ザ

合

本

し

-

品

目

、

、

ゆ

る

一

一

に

を

ラ

た

て

デ

庁

継

と

は

庁

て

し

で

い

リ

メ

的

ス

ヤ

し

せ

の

本

の

案

り

本

し

現

い

て

モ

イ

栄

一

ギ

と

た

怨

現

一

能

、

現

と

一再

つ

れ

メ

の

効

ペ

〈

う

持

附

る

リ

る

は

、

産

で

け

さ

の

て

、

ス

づ

よ

を

本

あ

モ

あ

鋭

め

泣

ん

受

成

合

し

て

プ

つ

し

性

法

で

メ

色

外

じ

を

込

に

榊

庁

と

し

チ

に

税

引

の

つ

の

典

。

は

分

み

突

で

本

体

と

ガ

段

一得

一

市

一

そ

た

る

を

部

組

忠

必

現

全

い

ネ

階

を

と

被

に

大

匠

必

な

側

、

怠

発

的

来

H

H

の

の

景

、

る

合

観

点

は

け

庁

外

、

で

お

本

、

。

は

ン

に

現

も

る

て

ラ

ル

、

て

み

め

い

プ

一

い

い

で

つ

。

ホ

扱

つ

突

に

か

闘

の

に

従

分

う

玄

ス

い

だ

部

ろ

は

ラ

扱

ん

な

だ

で

グ

る

出

E

H

!

山

円

パ

出

削

ν。

キ

J

-
』

I

f

t

z

l

l

 

釦

体

な

内

ン

お

唆

司

具

は

、

テ

に

示

司

、

で

た

ス

部

、

祭

く

の

ま

、

制

て

建

し

た

、

画

、

み

万一

ま

っ

必

コ

ど

に

滞

望

か

苅

ス

な

的





〔私たちのグループ No. 21]

谷 町 踏 査 団

商都大阪、谷町界隈一一交通量の激い、谷町筋、

長堀通から 、 1 筋、 2 筋中にはいると、そこはタ

イムトラベル、戦前の町屋、長屋がならぴ、露地

が迷路のように入りくんでいるのです。子供がか

くれんぼをし、おばあちゃんと獄が日だまりで見

守っているお地蔵さんやお稲荷さんがそこここに

あり 、十jl き清め られ、花が絶えない坂が多〈、 FS

J也のつきあたりは古い擁壁 ー ー大阪のド真中にあ

りながら、何か生活的でおもろそうな l町ゃなあ …，い

とい ったあたりから、建築デザイナ一、プラ ンナ

ー有志でこの町を探険しはじめました。

地域としては、南区東賑町、西賑町、北桃谷町、

南桃谷町、上汐町あたりで、ちょうど“ 建築と社

読者の頁

地j蔵盆、地元の人遣と 。

跡など、また、散策やプレイの要素も入れて歴史

の散歩道コースやナウな喫茶底、レストラン情報

なども盛りこんであります。( 一部 200円なので希

会.， 6 月号、中筋修氏の“ 都住創" 文中の空堀池 望される方はぜひ事務局までお越し下さい。郵送

区にあたります。 の場合は 300円。)

私達は、デザインサーベイやコミュニティ研究な 今後の活動としては、コミュニティ研究や、生活と

どをしつつ 、まず、 一般の人達にもこの町のおも 空間からの分析を予定しており、長期課題として

しろさを再認識してもらおうと、イラストマ ップ は、生活のビジョ ン、空間! のビジョンの確立、ひい

を作成しました。 ては建て替え、再開発の提案などを思っています。

町家や潟地、洞、芝大木、土地のいいったえや史 いままでの主な活動

昭和51年度

谷町界隈・歴史の散歩道オリ

エンテーリングイラストマ ッ

プ作成にむけて飲食府調査を

始める。( 団只、かなり出資が

かさむ)

昭和52年度

.  Ylt J也空間デザインサーベイ

2 ヵ所笑施

・内安堂寺町通フ ァサードス

ケ ッチ

• J也蔵盆オリエンテーリング

. 古老にヒヤリングー歴史、

俄習などー

・澗 ( 地蔵、稲荷) シート、

洞実 il!1J図作成

・町家 y ート、露地シート作成

・統計、資料収集

昭和53年度

. ・・谷町界限街路図絵" 完成一

反響呼ぶ

• J也蔵鏡、ヒヤリング調査

. コミ ュニティ研究始める

( かく れた活動として、飲み

にまわることだけはなぜか

ひんぱんに行われています。)

団只 末光美恵子( 団長) 、吉

野国夫(事務局) 、上田勝啓、

古和義博、福山登、増野笑、

松本秀夫、大脇秀彦

団員募集中/

事務局 D A N計画研究所

(06- 943- 5157) 大阪市東区

谷町 4 - 4 ルネ谷町204

谷田n百1i 問に! 日1¥、イ?行せ、参加、

協 )J など待っております.

大 商100周年記念式典開く

大阪商工会議所創立100周年を祝う記念式典は、 9

月18日、河本通産相、図国外相、永野日商会頭ら

来賓および関係者約 1，000 名が参加して盛大に開

催され、 二世紀へ向 って新しい第一歩を踏み出し

fこ。

大商100年の歴史は関西経済 100年の歴史であり、

沈滞を続ける大阪経済にと って大商の新世紀への

出発が発展への礎となれば幸いである 。

当日は、本会名誉会長束畑謙三氏をはじめ理事数

名の方々が、夫々永年在ｾｩＱｬＺ Ｑｊ 艮として表彰を受け

られた。

尼 崎 に 青 少 年 の た め の

創 造 劇 場 誕 生 ( ピッコロ シアター)

イタリアのミラノに 200 年の歴史を誇るオペラ 劇

場スカラ座があります。 その一角につくられた小

さな劇場「ピッコロスカラ 」は、芸術を愛するイ

タリア人の心の劇場として、演 }>>Il や音楽の基本的

探究が行われ、そこに集う若人たちは、フルート

より 1 オクタープ高いピ ッコロの心を求めつづけ

ているといわれます。

ここに誕生した 「ピッコロシアタ ー」も 、J t i l せず

して「ピッコロスカラ」と願いをひとつにするも

のであり、日頃 C S R活動に意欲をもやす阪神聞

の青少年たちが、企画から建設、運営に至るすべ

てに参画し、っくりあげた、いわば“ 手づくりの

劇場" です。

そのうえ、 「観る 」ことより 「演る」ことに主眼を

おいたこと、客席の 2 倍の広さをもっ録台などは、

従来の劇場の常識を破り、新しい演劇活動のあり

方にも 一石を投じたものとして注目されることで

しょう。

みなさまのご活用をお待ちしています。

(坂井l侍忠知事のことば)



歴 史 的 集 落 と 街 路 景 観- 1
紙野桂人 ( 大阪大学助教授)

長瀬信義 ( 大阪大学大学院卒)

渡辺豪秀 ( 大阪大学大学院生)

三 木 亨 ( 大阪大学学生)

はじめに

大阪府下に今なお残されている歴史的集落・市街地の中から 、保全状態の比較的

良好なもの37を選定して集落内外の空間構成と 景観について観察し、記録し、整

理分析をおニな った結果の報告を遂次行います。

この調査は、主として市街地の公共空間を清成するための視覚的な語集 ( VI SUAL

L ANGUAGE)集成作業のひとつとして行ったもの で、 これによって直ちに何等か

調 査 集 落 分 布 図 京都府

⑪ 

No. JlH書名 所平日也 13  荘山Z  
UI 東大阪r I i 26 広 時現 事Jl..¥i.'1l1'市

1 池 出 池 田 市 14 中 小 阪 * 大阪市
宝吋1マ5  

井

2  1  .J' F  Jl I  ［ｲｾ＠ i W. 市 15  型f

27 羽曳野市

大 阪 市 通 法 寺

3  1  ｪＨｾ＠ 初t ｾＺｾ＠ f槻市 16 久 2主寺 八 L(b 市 28 大 ケ 塚 河 南 町

4  1  '{;j III 向 槻 市 17  i¥ l品 八 re 市 29 Ｇｩｾ｜［ 問中 Ｔ '{;，; Hl 林市

5  1  i文 方 枚 方 市 18  中自 l臣、 中(1 I点市 30  芹 生 谷 千早赤阪村

6  1111 も1 枚 方 市 19  ，f{J 
qlzu  t  

八 尾 市 31  水 分 千早赤阪村

7  1  i l!  問 枚 方 市 20 大 ｾ［Ａ＠ 柏 原 市 32 堺 型住 rn 

8  担1) 池新田 東大阪市 21  大 平 寺 ，f (1 IJ;( 市 33 岸 和 国 岸和田市

9 務 高官 大 東 市 22 空£
'主‘主U .  

柏 原 市 34 貝 塚 貝 塚 市

10 灰 塚 大 京 市 23 野J ヶ 谷 羽曳野rli 35 
u  s'a z  

中 貝 塚 市

II -h!i -1M 大 阪 市 24 1R ｲｾ＠ 羽曳野市 36 {言 迷 泉 南 市

12  ｾｪＧ＠ 江 東大阪市 25 太 子 太 -f 町 37 t骨 チ|二 泉 南 市

の計画 ・設計上の主張をしようとするものではありません。

また、歴史的集落調査として 、一つの完結した体系づけを目指すものでもありま

せん。有名なものも無名なものも 、古いものも新しいものも 、空間的・視覚的な

語集として認めうるものは出来るかぎり広 〈確認し 、その事実を記述することを

目標としていますが、その一部となるものです。空間設計の現場で役立ち得るこ

とをのぞんでいます。

対象をとらえる視点

1976年の日本建築学会秋季大会( 東海大会) でおこなわれた研究協

議会( 建築計画部門) に| 祭して、「来観と建築設計」について以下の

ように記したことがあります。「建築は、そこに人が居り、使うと同

時に見られる。居り、使うことと見ることとは人の生活の中で一体

に組み合わされており、切り離せるものではない。したがって、人

が居る環境としての建築の設計計画は、同時に人が使う環境のそれ

であり 、人が見る環境のそれでもある 。 これまで、居る環境、使う

環境としての建築は客観的な視点に立って種々に検討され、設計百十

函手法として整えられて来たが、見る環境としての建築は、公衆、

建築家、研究者らの聞で共通のイメージや共通の言葉で検討されて

来たかどうかすら疑問が多い 。そこでこの討議では、居り、使うこ

とと閉じ日常性の中で建築がどのように見られ、建築はそれにどう

応じてきたか。それについてどこまで客観的な言葉で説明し評価し

うるかなどを話題にするのが有効て。あろう。( 中略 ) ひとつの建築を

中心とする充実や主張 、造形的な自己完結性の追及とい った設計態

度よりも 、大多数の中に緊張した相互関係を見い出し、それが将来

に向い生き永らえて行〈可能性を見た上で造ろうとする設計態度が

要請されていると恩われる。そのためにはまず、形や空間について

の自己完結的なデザイン論理から 一歩出て、組織的、客観的な、見

る環境づくりの語設や手法を盤えて行〈事が必要である 。現在の知

識を活用して、それはどこまで可能かということをまず冷静にみき

わめておくことが重要で日あろう 。 この議論を出発点として、まず身

近な歴史的集落、見過しておけばまもなく消滅する危険性の高い大

阪の市街地について緊急な調査を行いました。 良〈知られているよ

うに、歴史的集落にも一定の計画的意図に基づいて形造られてきた

ものと、 村落社会の発達に応じて自然発生的に形成されてきたもの

とがあります。そのi ! J ! いは、集落の市街地空間の椛成を巨視的に見

れば、ほぽ読みとれます。この発生過程の違いにもかかわらず、い

ずれの 旧集落にも、それぞれの空 間的 、視覚的な魅 力が感じ られる

部分が必ずあると言っても過言ではないでしょう 。 それがどのよう

にしてできてきたかという追及や、それは果していっそうなったか

といった詮索や、何故それが魅力的なのかといった懐疑はここでは

取り扱わないことにします。 そういった堀り下げの議論よりも、現

状を 一見して「心ひかれる」あるいは通り過ぎてなお「心に残る」

部分について、それは「どうなっているのか」をひとつひとつ確か

めていく作業の積み上げによって空間的、視覚的な語5誌の集成を試

みます。

その意 義

市街地環境の主体は人聞をおいて他にはないでしょう 。 人間とまち



富田林

とのかかわり合いは、まず人が道を歩くことによ って生じます。 し

たがって 「人聞のための街路」が取り扱いの対象になることは言う

までもありません。 旧集落の公共空間は、人間のための必要にきめ

細かく答えてきた歴史を持 っています。 ひとつの村にはひとつの道

の文化があるということを 認めて良いと思います。それは、「人聞の

ための街路」のひとつの縦型とみられます。 これから造られる建築、

都市が人間環境として育つためには、新しい空間の文化が必要です

が、その出発点として、 「あれはど うなっていたのだろうか」という

素直な疑問に答えようとするものであると理解して下さい。

内容のあらまし

37の旧集落の選定は、既往の文献を 基礎にして大阪府下の現況図 ( 11

5000) で市街地の現状を推定したうえで予備観察に入り、観察の印

象と地域的な分布を考慮、して選定したものです。 この37の対象の他

に、泉南沿岸の漁村や、和泉葛城山麓の集落、北m山中の集落など

魅力的なものがありますが今後の課題として残されています。集落

毎に、現況地図 ( 1/5000) を作成して現状の把握を行 った上で、集

落内外の景観点を選定して写真撮影、要点の透視図、街路平面図の

作成等を行 ってきました。

きて旧集落の心ひかれる 一隅の景観を各所から採集してきたとして

も、それを視覚的な語設としてとりまとめて眺め、全体像を理解し

ないとその文化的な本性を読みとることは困難です。 そこで、 (1)各

集落をまず地形条件や成立過程 などの類型によ って整理した上で、

(2){苛路構成の型によ って集湾の視党印象がどのように変わるかを示

すことにします。冷に (3)空間的、視覚的な集点になる築港内の社寺

や辻堂などの配置と街路構成との関係を模式化してその実体を示し

ます。続いて、街路景観の本格的な取り扱いに入りますが、そこで

はまず、街路景観の注目点を通り ( 道) と辻 ( 交叉点) に分けた上

で、 (4賄路景観を構成する諸要素 の設定を行います。 そこで、 (5)通

りと (6)辻のそれぞれについて、 設定 された諸要素 と各要素の変化系

列によ って景観点の一覧表を作成し、それを遂次掲載することにし

ます。 また、 (7)調査集落対象全体について得た施設分布と空間寸法

の諸元を整理して示し、最後に(8) 以上の客観的な取り扱いから残さ

れてくる魅力的な要点のいろいろについて示 し解説を加えることに

よってこのシリーズを完了することにしたいと 考 えています。

なお、以上の内容は現在おおむね予定しているものですから、掲載

の途中で若干手を加え、あるいは変更する可能性もあることを断り

しておきたいと思います。

文献

• r景観と建築設計J 紙野佳人 、建築雑誌 1976 .  9  ( VOL91.  No1l l 2)  

• r歴史の息づく 町なみ」 大阪府企画部文化振興室、 1975 ・3

堺

高槻

大ヶ塚

「歴史的環境の類型と 保全のあ り方J 日本建築学会近畿支部環境保全委只会、 建築 と

社会 ( 日本建築協会) 1974 .  1  恩智

広瀬



るウエルドシステム O 特殊絶縁防水工法 ( 特

許ストラ イプ工法 ) 0 メルタ ン防水工法など

の技術と、 完全責任施 工 ・年| 恨保証が私たち

の強力な武器。一一一一一 一一 全国90 カ所にも

およぶ 〈日アス 〉ネットワークの、水もモラ

さぬた たかい ぶ リに、 ぜひ ご注 1:::1 くださ し、。

水に、スキをみせるな。

リのス キ川 でも、 水 はJllOι しません。

〈日アス 〉は、| 坊水工 B14 ひとすじに 50会 {I 。

こ の イ、 さなスキ ｈｾｊ との 、長い たたかいを続け

ているのです。 もちろん 、O シグマー卜によ
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地 区 会 社 名

東 海 三 信 建 材 工 業 株 式 会 社

大池建工株式会社

重喜防水工業株式会社

辰己防水工黛有限会社

中央連材工業株式会社

東京建材工業繰式会社

東海物産株式会社

日本建材鋼業株式会社

宮崎建材株式会社

近 畿 池田涯I - ' f 工業株式会社

株式会社神原商庖

清水興業株式会社

日新工材株式会社

日新建工(株) 大阪出張所

日本綜合防水 (株) 大阪支庖

フヲパ興業繰式会社

マル工ス工業株式会社

有限会社丸藤商庖

大島応用化学工業株式会社

久下商底

東洋建材株式会社

中村涯脊工業株式会社

棚田建材有限会社

有限会社ミサキ商会

ヒカリ工業株式会社

国際工事株式会社

中 国 束 中 国 防 水 工 業 株 式 会 社

株式会社三洋技建

三和防水工業繰式会社

笠永建材徐式会社

大和工業(株) 広島出張所

株式会社巴商会

平日光工業株式会社

四 国 大 三 工 築 株 式 会 社

大三工業(株) 高知支庖

徳島大三工業株式会社

株式会社マルマス河野商庖

株式会社山本商会

安藤工業繰式会社

加茂装備株式会社

日建工材株式会社

株式会社工材社

安藤工事株式会社

株式会社大ニ商会

日新興業株式会社

株式会社北原建材商会

上原建段工業社
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会 社 名

日本防水総業株式会社

日本防水総業(練) 旭川出張所

日本防水総業( 株) 量i I 路出張所

日新建エ( 株) 札幌出張所

大手口エ喋( 練) 苫小牧出張所

日新建エ( 株) 仙台支唐

伊藤建材株式会社

いわき建材工業株式会社

春 日工業株式会社

金岡工業株式会社

北原建材工業株式会社

木下工業株式会社

協立工業株式会社

大東スレート株式会社

東京渥膏株式会社

トーフジ工業株式会社

日新建工株式会社

日本綜合防水株式会社

野 口工材株式会社

磯田工業株式会社

富士エ材株式会社

藤涯育興業株式会社

フタパ興業( 株) 東京営業所

北条;1青工業株式会社

7 サル涯青工業繰式会社

大和工業株式会社

涯育建材株式会社

有限会社神守建材社

金港;. ! i ! 普株式会社

不ニ防水工業株式会社

石困建材工業株式会社

石田遊材工業( 株) 大宮支庖

石図建材工業( 繰) 宇都宮出張所

;! 青建材( 株) 宇都宮出張所

株式会社奈良屋商庖

同和建業株式会社

同和建築( 株) 長野営業所

株式会社仙嶺

有限会社折橋政次郎商底

有限会社小島工業所

島屋建設株式会社

石僑建材株式会社

協和建材工業株式会社

三井工業株式会社

地 区

北海道

信 越

北 陸

東 北

関 東

ト 防 水 工 業 協 同 組 合

- 池 山L I moUJ HL 他 日 本 ア ス フ ァ ル

、 』 圃 ， 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 2 8  

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 2  1  2  8  

中部支昔日 名 古 屋 市 千 種 区 千 種 通 リ 2 19( 妓 阜正 ピ ル )

附 酉 支 部 大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 通 り 4 3 0 2  

九 州 支 部 福 岡 市 博 多 区 得 多 駅 前 1 2  4  1  0  

合 ( 882) 2424大 代

n  ( 882) 2424大 代

合 ( 741) 6257 代

合 ( 329) 7737 代

公 ( 451 ) 1095 代

日 新 エ 喋 株 式 会 社 内

日 新 エ 喋 内

日 新 工 業 名 古屋 出 張 所 内

日 新 工 業 大 阪 支 庖 内

日 新 工 業 九 州 出 張 所 内

製 造 元 / 日 新 工 業 株 式 会 社



建

築

の

明治大学工学部教授

牧 回 E買
ユ-"

ノロ

大阪府建築部営繕室長

牛 山 勉

ウシヤマ設計研究室主宰

松 本 大 平

田島応用化工営業部専門部長

空 間 の 部 分

或る病院関係の研究会の席上で「夜間とか休日に管理部の部屋を使おうと思っても空調がしてなくてこまる」 と

いう話がでた。 このようなことは設備を中央化するようにな ってからでてきた ことであるが、経費のことを別に

すれば不可能なことではない。

然し、災害時にも建物とか都市空間の一部分を機能させようとすると、これはそう簡単ではない。先の宮城県沖

地震の 11寺の報告によると都市の部分が機能するためには井戸が必要になるし、持ち運び自由な携帯用プロパンガ

スコンロが大きな役割をはたしたといっ。

我々の建築・都市空間が次第に大型化し、装置も機械化し、集中化していくなかで、その効率化をいうばかりに

次第に部分に対する配慮、がなくなってきているように恩われる。

部分を平常時にも災害時にも機能させる工夫がもう 一度考えなおされなければならないのではなかろうか。

然、し、部分を機能させるためには他の部分とは分離して独立した管理体制をそなえることも必要となる。このこ

とは分業化し、しかも地域が地縁的関係のうすい人々で構成されているなかできわめて困難なことである 。 これ

も一つの課題て・ある。 ( U R )  

最 近 接 し た い い 言 葉

人間も、齢五十有余歳になると、若い H寺なら何のこともなか った言葉が、身に染みることが多い。最近、ああい

いことをいって おられるな、と感じたので、街l参考に供します。

江戸時代中期の哲学者 佐藤一斉先生の言葉です。

rZ くして学べば、壮にして為すあり 。壮にして学べば老いて衰えず。老いて学べば、死して朽ちず」ふヵ人聞は

死ぬまで勉強だよと諭されているようであるが、現今のような進歩の早い時代になると、昔、執った杵柄の建築

基準法も、設計詳細も、構造計算も 、施工の方法すらも、変わ ってしま って、あまり役にたたない。きて今後は、

どうやって生きてい こうかと考えると、残念ながら、自信喪失にならざるを得ない。 まして歯も、限も 、あの方

も衰えてくると、死して、なお朽ちざる人生道を学ぶとは、具体的に何を学んだらよいのか、さっぱりわからな

し、。

いまさら、本を読んで、知識を貯えても始まらない、とすると、やはり、日々の仕事を、真剣に真面目に取 り組

み、身も 心も、健康で少しでも、社会の進歩と、人類の向上に、結びつくよう、努力する生き方より仕方がない

と思っている 。人、それぞれ生き方が違っていていいと思うが、読者諸兄の御教示をいただきたい。 (MK)

ナス色

病院の現場へ行〈途中だった。高速道路に入る前に昼食をしておこうと、味噌煮込みの庖に入った。担当者が、

今日は ドアの色を決めて下さい、という。名古屋名物の味噌煮込みうどんの定食には、御飯と漬物がついている。

二人で食べながら、 小 さなナスの漬物 が複雑でいい色してるナ、色見本にしようと決める。

40分ほど、高速道路を走って現場のある 村につく 。施主と工事主任が待って いた。 3種類ほとA 色見本帳を持って

来るのを制して、これを見本にしてくれと、ナスの漬物をポケットから出す。

ナス紺はあるが、これは深い緑色をしている 。部分によ って当然、 色が違う 。施主をまじえて、このあた りが良

い、と小さなナスの漬物をいじり廻す。主任も面白がって、漬物の色が変らないうちにペンキの親方呼んで 3 種

類ほど塗らせましょう、と電話に走る 。

あとで事務所にとどいた板見本には、“ ナス色No. l 、 2 、 3 " とあった。

ショート ・ピースの箱の色は、「ピース ・フ' ルー」としてコスチュームの方でも通用するという 。 見本帳がなけれ

ば色が染まらないでは、設計者の方が怠慢で也ある。 ( UT )  

トイレの床

ビルのトイレの床には、高度な防水性が必要であるという考え方があります。 その理由はいろいろあるのでしょ

うが、すぐ頭に浮んでく ることは、日本人は潔癖症の人が多いから、昔からトイレの水はご不浄で‘ ありジャ ブジ

ャブ水を流さないと気がすまないのではないかということです。 それから習慣のせいでもあるのでしょうが、和

風便器でないと困る人も多〈、そのため、これを据付けると水仕舞に不安が残るので、より確かな防水性が必要

というわけです。 そして当然のことながら 、メンテナンス上、水を流す方が簡単であり、やり易さがあることは

いうまでもありません。

しかし、実際には多くのビルのトイレが同じ様な使われ方をしていないはずで、その結果メンテナンスのやり方

も自ら異 っています。逆に申せば、ト イレの床の防水性能は、そのヒ、ルのユーザーの使い方に大いに関係があり

ます。事実大まかにい って、トイレの床は、①一般事務室と 同じ ②水仕舞の良い便器に統ー した上で、シーム

レスな床仕上材で仕上げする 。③従来通りの室内防水の上に吸水性の少い仕上げをする、の 3種が併存しています。

ユーザーが特定出来る場合は、或る程度その使われ方を予測しうるわけであり、時には積極的に働きかけて、そ

の性能の度合いを定量出来るのではないかとおもわれます。問題はその度合いを、だれが、どういう風に決める

かということになります。 ( M T )



図面文様写真

- 人のあこがれは空

へと高く志向する 。

仏塔は信仰文化か

ら発して 、人の志

向を美し く見せ建

築美の極致を現代

から更に未来へと

伝えて行く。

- 定価 2 5，0 0 0円

- 定価 2 0，0 0 0円

- 生活の空間を彩る

デザイン資料とし

て 、お役立て下さ

し1。

- 草木編= 16 ，000円

鳥獣編= 16 ，000円

風月編= 18 ，000円

- 全三巻定価

5 0，0 0 0円

搭 一本田敏雄撮影

fι 史 と景観 を通して見 た塔の造形

美と意味 を、権威ある叙述で 記し 、

多年に亘る撮影の成果と 共に日 本文

化の中に大きな部分を占め る仏教文

化の本質を 追求 しました。

・カラー 68頁/ グラピ ヤ48頁 ・本

文64頁/ 塔一覧他44頁 ・背角上製本

/ 豪華布裟箱入 ・総 224頁 ・8 4 判

(25.  7X 36. 4cm)  

茶室北尾春道著

の展開図

全国著名な茶室 100席 を実測 し露

路平面図 ・茶室平面詳細・ 室内の展

開図 を所載。要点を解説し 、所在地・

歴史 ・構造 ・好みを記す。

・図版 250頁( 実測寸法人) / 解

説34頁 ・布装箔抑/ 背角上製本 ・総

284頁 ・8 4 判 (36X 26cm)

古建築 (主)

装飾文様

藤詩 集成

或るいは写実的に或るいは大胆な

単 純化 によって生活の空IlI l を装飾 さ

れてきた古建築の意匠を 1，096点の

資料図版で集成。各図版解説付。

光ホ封佐古書院

松門亭

部久夫須麻事l'社壁面彫刻



日本住宅公団関西支社

昭 和52年竣工工事優秀施工表彰作品

大 阪 南 港 第 2 市 街 地 住 宅

新長田駅前市街地住宅

箕面栗生団地

南港第 2 市街地住宅

八田北町団地

鳥飼野々団地

花園鷹司団地

桃山南団地

北豊中団地

大開町市街地住宅

森之宮( 2  ) 市街地住宅

陽和台団地

鶴山台団地

鷺洲( 2  ) 市街地住宅
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日本住宅公団関西支社

昭 和52年竣工工事優秀施工表彰作品

昭和52年竣工工事優秀施工表彰業者 P R

新 長 田 駅 前 市 街 地 住 宅 建 築 工 事

神戸市生田区栄町通 4 - 8  

株 式 会 社 大 林 組 神 戸 支 唐 T E  L  078 - 371 - 2  1  1  1  

新長田駅前市街地住宅衛生設備工事( 住宅部分)

大阪市北区西天満3 - 1 3 - 2 0

株 式 会 社 三 晃 空 調 T E  L  0ト 363 ー 1 3  7  1  

22 

新 長 田 駅 前 市 街 地 住 宅 建 築 工 事

住友建設株式会社大阪支庖

( 順不同)

大 阪 市 東 区 北 浜 5 - 22 

T  E  L  06 - 220 - 8  7  2  4  

新長田駅前市街地住宅電気工事( 施設部分) 大阪市周 11区新北野3 - 8 - 2

東海電気工事株式会社大阪支庖 T E L 06- 305 - 2 1 8 1  



昭和52年竣工工事優秀施工表彰業者 P R

箕面栗生団地第1期C地区高層建築その他工事 大阪市大淀区中津 3- 10- 4- 101

西田工業株式会社 大阪支庖 T E L  06 - 371 ー 7 3  7  1  

箕面栗生団地第 Ｒ 期 ａ ｾ ｆ 地区道路その他工事
高 槻 市 庄 所 町 1 ー 18

株 式 会 社 井 上 組 T E L 0726- 71- 0 0 7 7  

[  悦一 箕 嗣 師 一面眼鵬粟駐生

叡 E②J南南.港g第広 2 市街地伎宅

( 順不同)

Ｈ 長別 Ｉ 箕 面 栗生団地 ａ ｾ ｄ 地区道路その他工事大飯祇王寺区上がｊＷＭＱＭＱ (上六ピル)

株 式 会 社 今 西 組 T E  L  0ト 779 - 3  3  6  1  

南 港 第 2 市 街 地 住 宅 A 地 区 建 築 工 事 大 阪 市 東 区 北 久 宝 寺町4- 27

株 式 会 社 鴻 池 組 T E  L  0ト 洲 一 3 5  0  0  

23 



④桃山南回地

⑤北盤中団地

日本住宅公団関西支社

，， -

英一デ i  

昭 和52年竣工工事優秀施工表彰作品

昭和52年竣工工事優秀施工表彰業者 P R

桃 山 南 団 地 C 地 区 建 築 そ の 他 工 事 大 阪 市 都 島 区 網 島 町 6 - 2 5  

株 式 会 社 井 上 組 T E  L  06 - 352 - 4  0  3  1  

桃山南団地第 2 期 A 地 区 屋 内 電 気 工 事 奈 良 市 西 木 辻 町 76 - 5  

関 西 電 工 株 式 会 社 T E L 日 間 一2ト 2 9  5  0  

北豊 中団 地 B 地 区 高 層 建 築 そ の 他 工 事

大阪市徳島区福島6- 3 - 2 1

安藤建設株式会社大阪支店 T E  L  06 - 453 - 2  1  9  0  

24 

(Ii債不同)

八回北町団地B 地区高層屋内外衛生その他工事大阪市北区中之島4 - 2 - 3 8

斎久工業株式会社大阪支社 T E  L  0ト 州 - 5  0  4  1  

( 普分) 花園鷹司団地 B 地 区 建 築 工 事 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 6 - 2  

水野建設株式会社 大阪支庖 T E し 日ト 372 - 7  7  6  1  

( 長別) 鳥飼野守団地 A ・Bi也区高層屋内電気工事大阪市北区中之島 3 - 2 - 4

朝 陽 電 気 株 式 会 社 T E し 06 - 38ト 1 3  6  1  



(u大関町市街地住宅

②森之宮( 2  ) 市街地住宅

③陽和台団地

咽咽，

... .. 

と云I

昭和52年竣工工事優秀施工表彰業者 P R

( 長別) 陽和台団地 E 地 区 建 築 そ の 他 工 事 大 阪 市 北 区 神 山 町 1 - 3  

富 国 建 設 株 式 会 社 T E L 。ト 3 1 3 - 4 5 9 1

( 長別) 陽和台団地 A 地 区 屋 内 電 気工 事大阪市北区曽根崎新地2- 2- 13

エ レ コ ン 株 式 会 社 T E  L  0ト 344 - 4  5  4  8  

大 関 町 市 街 地 住 宅 給 排 水 衛生設備工事

大阪市大淀区中津6 - 8- 4  

株式会社西原衛生工業所大阪庖 T E  L  0ト

写真提供( 五十音順)

鉄建建設株式会社( 鳥飼野守団地)

日産建設株式会社( 八回北町団地)

( 順不同)

(長別) 鶴山 台団地 A 地区 低層建築その他 工事 岸 和田市下野町 3 ー 10- 25

才 門 建 設 株 式 会 社 T E L 0724 - 23- 3 6 8  1  

鷺 洲 ( 2  ) 市 街 地 住 宅 D 地 区 建 築 工 事 大 阪市 東区 両替町 1 ー 13

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 T E し 06 - 942 ー 1 4  6  1  

森 之 宮 ( 2  )  - 3 市街地住宅衛生設備工事大阪市西区土佐掘 1 - 2 - 3 0

須賀工業株式会社大阪支社 T E  L  06 一 村 1 - 5  1  7  1  

25 



東京
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大 阪 ・留守貝摘警察 署 (照明灯用テーパーポー Jt l

|昭和アルミ独自のスウェー ジ、ング加工技術で

つくられた継固なしテーノf ーポーノレ。

アルミ特有のシノレノ f 一色となめらかな1111線は、

いつまでも変わら尚美 しさをf呆ちます。

-・ Ｎ・・・ｾ 1 1  111ー. n  

ｃＺｊヨ・ ｊｾ 〓］町・
_ . 竺 ・ 資 料E膏 求 及 び お 問 い 合 わ せ は 昭 和 ? ル ミ ニ ウ ム 株 式 副 主 各 支 庖 ポ ー ル 限 ま で ・・ … … ，..... ";t*4i..*#..... ，

・・・h司 司 圃 ・ 園 東 京 宝 庫 東 京 師 中 央 区 日 本楠 2 丁目 8 & 2 号 { 哨 混 揖 行 ビ ル } 官 (03) 272- " 7 1 〒 103 札 帽 嘗 舞 踊 骨 ( 011) 221- 9311 広 忠 営 機 所 官 { 岨22) ' 6- 9161 :  ｾ＠
. . . . . 名 古 屋 支 匡 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 2 T 自 瑚 地 { 貰 ， 毎 ビ 川 制 限 ) 582- 7851 叩 仙 台 営 !I! pfi t > ( 0222) 部 品.91 高 松 宮 日 官 { 抑) ' 5 笥 61 ホ - ) レ

胃 ー 長 明 大 阪 支 底 大 騒 市 北 区 小 松 原 町 2 れ 号{ 大阪富 国 帥 ピ ル ) 世 間 ) 315- 12割 叩 :td品222igお :21 2222:i zi毘312: 将 j 鵬 と 社 全

魁 晶 凪 “ 温 福 岡 茸 庖 福 岡 市 中 央区 天 神 4 丁 目 件 3 0 号{ 天神 西江 ビ ル ) 官 ( 国2) 771- 白 羽 〒810 金 沢 営 健 所 脅 ( 0762) ' 3- 刷 9 '._... 三53. 10



ド7 ホン十警報音で、一歩すすんだ安心保証

イザ. グ品、うときのお隣りさん

伊 雫3遥g 診

1 8，7 0 0円

I A- DK 

( 玄関子機)

I AS- 1 K( セット )

••••••••• 

メ

I AM- 1 K  

( 1局用車見機)
@示it 古河泊言語主

| 警 報 ワ げ ツ チ ド7 ホシ|

京 都 営聾 所 官 <015> 代 315- 2540 京 都 市 南 区 吉 祥 院 河 原 町 3 ( 串 印 1)

大 阪 営 聾 所 官 <06> 代 981 - 1851 大 阪 市 東 成 区 深 江 南 1- 1- 33 (愚 531)

神 戸 営 鞭 所 官 <018> 代 577- 4891 神 戸 市 兵 庫 区 水 木 通 3- 3- 1  (串 652)

高 松 営 県所 " <0818>代 33- 1481 高 松 市 酉 宝 町 1 - 1  2  - 2  (岳 160)

広 島営 暗 所 宮 <0822>代 92- 8161 広 島 市 中 広 町 2 - 5 - 1 5 (串 133)

札 幌 ・ 仙 台 大 宮 東 京 テ レ ホ J セ ンター 慣 浜・ 静 岡 ・ 名 古 鹿 ・ 金 沢・ 福 岡

本 社 ・ 工 場 名 古 島 市 鼎 田 区 神 野 町 2 - 1  8  (骨 456)

S P H. HP Cに

プレハブ防水

外 壁 及 び 屋 恨の目 地 防 水

水

同

一

防

針

パ

ι・
{
元

げ

一

間

約

シ

拘

プ

レ

長

T

I

E
-

伊

ベ

制

E P D M+ ブチルゴム

カネシート防水

土 木 用 防 水

ウレタン系

ベルウレックス防水

理 想、の 弾 性主主膜防水

E記鐘 紡 合 成 化 学 株 式 会 社

ウレタン系

ベルフロアー

シ ー ム レ ス の 弾 性 塗 床

本 社 〒 543 大 阪 市 都 島 区 友 洲 町 1 丁 目 3 番 80 号

T E L  大 阪 06 (921)  1  2  3  1  ( 代 表)

防 水 事 業 部 〒 543 大 阪 市 都 島 区 友 洲 町 1 丁 目 3 番 80 号

T E L 大 阪 06 (928)  3  2  7  1  ( 代 表 )

東 京 支 底 干 141 東 京 都 品 川 区 西 五 反 田 7 丁 目 22 番 17 号

( 東 京 卸 売・セ ン ター)

T E L  東 京 03 ( 494)  2  7  4  1  ( 代 表)

名 古 屋 支 庖 〒 450 名 古 屋 市 中 村 区 名 駅 4 丁 目 17 番 目 号

( 鐘 紡 ピ ル 3 F )  

T E L  名 古 屋 052 ( 581)  1  2  7  1  ( 代 表)

アクリル系

樹指防水

常 j旦架僑型 の 塗1葉桜層防水

27 



: h字 Y ー 建 設 問 鋳 鉄f d材

KPRC- v u (E - 3 2  1  )  K R L A  (E ・3 2 3・ 1)  K R O  (E - 3 2 4)  K R H・1 (E ・3 1 5)KRC- I  (E ・3 2 0)

MK H- 1  (MH- 1  )  

- 側 溝 用 鉄 蓋

・鋼板製グレーチング ・上 水 道 用 鉄 蓋 ・箆 ・下 水 道 用 人 孔 鉄 蓋 ・足 掛 金 物

ルグレーチンク ・雨 水 桝 鉄 惹 ・橋梁周排水桝 ・床下換気子L

・その他建設用鋳鉄器材

翻 小 林 鋳 造 株 式 会 社

三 重 県 三 重 郡川 越 町 北福 崎115- 1 T E L 0 5 9 3 - 6 5 - 8 2  1  1  ( 大代表)

J T K・3 (J T・3 )T 5 A・1 (T 5 A)  T 5 B- 1  (T 5 B)  KPRH- v u (E ・3 1 6)

fこ二二二二二コ

H K B・1 (B - I )  MR A W (E - 3 5 4)  

日本住宅公団御指定材料

防火材認定番号

基材同等0003号

J I S 番号

A - 6907 ソリジットスタイン

エバーウ

卜 砂 盤 状 吹 付 材セ メ ン

基材同等0003号A - 6907 J レオ

合 成 樹 脂 入 セ メ ン ト

砂 盤 状 吹 付 材

基材同等0003号ール Dウォ

セ

エハー
セ メ ン ト ス タ ッ コ 状 厚 吹 材

基材同等0003号J レ
i 、

工
キオ付吹入ヰオ骨軽 量

基材同等0004号
スクツアエハ

ヒ ル 石 入 天 井 周 吹 付 材

基材同等0004号A - 6909 ドノサJ ¥ 工

合成樹脂エマルション/ 外部周 ¥

砂 壁 状 吹 付 材L内部用 /

反 応 硬 化 型 合 成 樹 脂

工マルション系復層機織吹付材

A - 6910- E型

( 申 ，l，'i '1' )  

A  - 6910- R  S!"..'! 

( 申 ，l，"i '1' )  

持300

#  100 

ノ

ノ

ト

卜

ポ

ポ

工

エ

反 応 硬 化 型 合 成 樹 脂

溶 液 系 複 層 機 織 吹 付 材

合同特許建材工業株式会社
事 庖公 団 指 定

神 東 塗 料 株 式 会 社 特 約 庖

工本 住 宅日

大阪0&-702-7814代大阪市東住吉区駒川町3丁目 54 電話キ土本

鐘紡合成化学株式会社近館地区特約庖

本 建 築 吹 付 材 工 業 会 会 員

京 03- 208- 1  7  1  1  東中見 011- 582- 6 9 7 6札事業所

日

岡092- 521- 2  7  3  1  
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コムアスフアルト防水工事業協同組合

唱E 務 局 東 京 都 品 川 区 南 大 弁 1- 7- 4昭 和 石 油 ア ス フ ア ル ト (船内 f t 03 (761 ) 4378 

昭和石油アスフアルト株式曾社
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〒

〒

〒

〒

〒

〒

〒

03 ( 761) 4271(1匂

03 ( 761) 4271町勺

06 ( 341)  6395(1勺

052 ( 231)  6  5 6 8  

0252 ( 74) 7561(向

092 ( 291)  0  0 0 8  

0222 (95)  0848(f匂

東 京 都 品 川 区 南 大 井 1 丁 目 7 番 4 号

東 京 都 品 川 区 南 大 井 1 丁 目 7 番 4 号

大 阪 市 北 区 梅 図 町 27 (産 経 ピ ル)

名 古 屋 市 中 区 丸 の 内 1 - 17ー 15 ( 長 銀 ピ ル)

新 湖 市 平 和 町 4 の 1

福 岡 市f博多 区網 湖 町 2 - 2  ( 福 岡 第 一 ピ 川

仙 台 市 宮 千 代 2 ー 15 ー 11

本 社

東 京 営 難 所

大 阪 官 官 鍵 所

名古屋営，健所

新 潟 省 銀 所

福 岡 出 張 所

仙 台 出 強 所

フィールド共聴からホーム共聴まで

どのような受信条件下でも

美しいテレビ画像を再現する

D Xの共聴システムと機器 ( フィールド 、 ビル陰共

ホーム共聴) の 設 計 施

共 聴 機 器 、 テ レ ビ 受 信

テ レビ受信システム( J ) W門 メー力 一

『三百 C A T V

己 主 ヱA N T E N N A

D Xア コ 手 ナ 格 式 会 社

本 社 / 神 戸 市 兵 雌 区 副 長 崎 通 2 ， 15 持〒 652 " 018-681-1361拘

束車正社/ 集車修訴術区続市2 f 目1 I ，f ，時( 晶崎高! ピル} 〒l同 包 03・34ト制41拘

k 匝 昔 軍 所 / 豊 中 市 庄 内 宝 町 1 T  ｾ＠ 9  It 3 持〒 561 " 師一且4一日創刊

大臣共聴司慎重flilk 昭 市 北 区 圃 l f " 2  lIi 8 持{ 餓If ピル} 〒日0 " 06 訂1-<<訂拘

曙 園器宮 主婦/ 曙 mrli 字 町 内 2 1 目 3 8i 15 月〒 5叩 包肘詑 23-72日開

車庫機白骨量所/ 車11市下京区議川通居師 F ル(-t ; . ，トヲルピル} 〒“ 則 包015-82ト'3日

神 戸 骨 量所/神戸市民l i I fi{ ｾ尾崎通 Ｒ 書 Ｑ Ｕ 片Ｈｏ ｘ ピルｽ〒砧 Ｒ " 078-651-9651両

神戸共聴事 l 所/ 柿 pm兵r < < 日浜舗通 2 書 15 ; }(O X ピル} 干 652 " 018-651・9651開

唖 島 市 型 掃l姫 路 市 花 開 町 本 怯 3 8 7 〒671-田 " 0192-53卜1234肉
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共聴システム

聴 、 ビル共聴、

工 、 アンテナ、

用アクセサリ
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東 E  EP 

東 E  EP 

東 E  EP 

穴あきルーフィング

特殊ルーフィング

屋根用断熱材

@  

NE Cシノレパニアの誘導灯には、避

難口誘導灯、室内通路誘導灯、廊

下通路誘導灯、階段通路誘導灯

がありますL 誘導灯は、非常時( 停

電時) にランプを点灯させる非常

用電源が必要です引当社の誘導

灯は器具に 内蔵 したニッケノレカ ド

ミウム蓄電池 により蛍光ランプを

自動的に点灯させる電池内蔵形

になっておりますL

NE C sνL VANI A 

日本電 気 シJ レパニア株式会社

営 業 本 部 東 京 都 港 区 芝5 丁目 37- 8 干 108

T E L東京 (03)454- 3601 (代表)

大阪営業所大阪市北区縄田 1丁目 8・17 干 530

T E L 大阪 (06) 345-3276 

アスフアルトフェルト J I S A  6005 

アスフアルトルーフイング J IS A  6006 

砂付ルーフィング J I S A  6007 

T Nスポット J I S A  6023 2  手重

ストレッチ S F シー卜 J I S A  6022 

フローボード( 硬質ウレタンフォーム)

東亜印ルーフイング

東 亜 工 業 ネ朱 式

A. .  

社ｾ＠

本 社 〒581 大阪府八尾市南太子堂 6丁目 4 - 27 T E L. 0729- 94- 5682 

営 業 所 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 和 敬 山

エ tI 大 阪 ・東京・和軍士山

" . " 圃圃圃圃

e  

5F a  



構 造 が 変 っ て も 一

世=ロ- rt : 聞取

の 信 頼 は 変 ら な い

アスフアルト防水に取り組んで58年

三 星 産 業 株 式 会 社

脅ビニロイド 防水が採用された新宿西 口の 5 超高層( 国際通信 センター ・京王 プラザホ テル ・新宿住友ピル・新宿三井ピル・朝 日生命ピル)

* ピニロ イド防水が採用 された超高層 ビル(主要部軒高45 " ，以上のもの)

世 界 貿 易 セ ン タ ー ピ ル

霞 が 関 ビ J レ

大 阪 国 際 ピ ノ レ デ ィ ン グ

朝 日 東 海 ピ ノ レ

神 戸 商 工 貿 易 セ ン タ ー ピ J レ

ホ テ ル ノ マ シ 7 ィ y ク 東 京

日 本 ア イ ・ビー エ ム 本社ピノレ

住 友 生 命 札 幌 ピ ノレ

サ ン ワ 東 京 ピ ノレ

東 京 海 上 火 災 本 社 ピ ル

名 古 屋 観 光 ホ テ ノ レ

北 九 州 市 庁 舎

富 士 銀 行 本 1苫 ピ ル

仙 台 第 二 地 方 合 同 庁 舎

近 鍛 中 央 病 院

f也 最勺 5 0  f'牛

安建設省認定防火材料

* l I l > 定防大材料基材同等那∞01号

* 恕定防火材料基材同等第0∞3号

*U定防火材料器材同等第0∞4号

* 包定防火材料基材同等郷α) 05号

* 不燃材料 ( n; 1) 第 1231号

準不倫材料( 側) 第2306号

そ れ は J I S 商 品

〈明 研〉 の 素材 で す…・/

近 代美芭築 に欠かせないもの、

. 厚 付 吹 付 材

白

川

材

口

同

一

裟

業

一
外

営

一

※

* エマ J レリシン

合エマレ ，1 ス

・エマロ ックB C

* エマレ ックスリシン

エマローノレ ii 30∞ 

* エマルスキン

エマカ y ト

合ハ イ プ y ツ

※ 内装材

- ア ク リ ル 厚 肉 リ シ ン 吹 付 内 外 装 材 J I S A- 6909  

I I D，! 1 

- 厚 肉 リ シ ン 吹 付 外 装 材 ( 基材 同 等 第0005号 )

ｉｉｉ 友宮ｾ

. 複層模様吹付材( 吹付タイル)

( 基材 同 等 第0005号 )

・セ メ ン ト 系 凸 状 ・カ ッ ト状仕上げ J I S A - 6 910  

I I /l I I

Y  

#30aロ Ttl l :J f /l 存f 2000 * エマト y プ

* エマジュラク

脅エマーソ 7 ト

内部周エマル

*1レナファーザー

*1レナファーザークラウン

* 印 u定材料

¥日 目 別rz:J f /l 側担¥I I/I.j7凹血:J f /l、

の
表示許可工場

許可番号一322

A  - 6907 

A  - 6909 

A  - 6 910  

J I S 

J I S 

J I S 

明研化学工業株式会社

本 社 明 石 市 藤 江 中 谷 町 8 8  8 番 地 (078)928- 3456 刊

第 二 工 場 神 戸 市 霊 水 区 岩 岡 町 野 中 字 福 吉 5 6  4  

広 島 営 業 所 広 ぬ 市 天 満 町11の23内藤ヒ' ル 2 階 f i (0822)91- 5927間

営 業 所 大阪 ・東京 ・名古屋 - 広島 - 福岡 ・兵庫 ・高松 ・仙台 ・札幌

建 築用 吹 付 壁 材 ・ 壁 塗 料

の総合メー カーｾｾ＠
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5 2  

高力ボルト接合 (その 1)  

一般概説とくに引張接合部の挙動

平 井 敬 二

1. はじめに

錦精進音11材の接合法は、 1950年 頃 以 後 、 高

カ ボ ル ト 、 溶 接 に よ る 方 法 が 大 部 分 を し め る

ようにな った。 こ こ で は 、 溶 接 よ り も 施 工 が

簡 単 で 多 くの 利 点 を 持 つ 高 カ ボ ル ト を 用 い た

接合告11の 特 徴 を 簡 単 に 述 べ 、 高 カ ボ ル ト に 対

す る 認 識 を 深 め て い た だ き た い 。

I苅力ボルトは従来の' ) ベ y ト、普通ボルト

に比 べ 尚いづ| 張煉度を{ ; j する 。 現 住 J l S で 規

定されているのは、 表 1 に示す 3 傾類て; . 1百l

｡ に示すボルト、ナ ッ ト 、座金のセ ッ トで ｈｾ

いられる 。 さ ら に 高 カ ボ ル ト の 大 き な 特 徴 と

して、 トルク係数 f直がある 。

k = 一主主ーX 1000. . . ….. .... (1)  

b， X B  

k トルク{ 系数 li[

Tr : ト ル ク ( ナ ッ ト を 締 付 け る モ ー メ ン 卜)

( kg f . m)  

d， ボ ル ト の ね じ 外 径 の 基 準 寸 法 (mm)

B : ボルト 11i由)J (kg  f) 

( 1) 式で:本 設 さ れ る ト ル ク 係 数 値 が一 定 に 保

たれるよう に、 充 分 に 品 質 管 怨 さ れ て お り 、

高 力 ボ ル ト を 締 め 付 け る 際 に 精 度 良 く一定 の

事由 Ｉｊ を ￭ｾ トる こと カ ゼ できる 。

表ー1 高カボルトの種類

七 J トの 姐 ui

適 HI する糊1北部品の機

械的性質による湾総

機械的性質 トル 7( a・数値

ボルト ナ y ト h担 金

による 倒綴 による 鍾類

A  

者E F 8 T  F  8  

B  

A  

F  35 2  告白 FI OT 

B  

F  10 

A  

3  僧 F l l T 

B  

.2. 高カボルト接合法の種類

接 合 法はボルト中18に 対 す る 作 附 荷 重 の 方 向

により、 つ ぎ の よ う に 3 種 類 に 分 類 さ れ る 。

{ 乍用荷重がポル¥ ri)J 峨樹委合

I  ¥ト軸に直角 /  ｾ ｀支圧 接合
(r. 主力 ポルト後合}ーィ _ .  

I  ( 作用荷重がボル¥

L I  ト @' ] 関委合

¥ト軸と同方向 /  

32 建築 と社会/ 1例 年10月号

以 下 に 簡 単 に 各 接 合 法 に つ い て 説 明 す る 。

摩 擦 接 合 は 舷 も 一 般 的 に 用 い ら れ る 接 合 法

で あ り 、 高 カ ボ ル 卜 で 継 予 告11材を締め付け、

音 ｾ材 ｴｬｩ ｬ に 生 ずる脱線力によ っ て応力を伝達す

る た め 、 従 来 の リ ベ ッ ト 、 普 通 ボ ル ト に 比 べ

応 力 の 流 れ が ス ム ー ズ な 媛 合 法 で あ る 。 支 圧

接合は音11材 問 に 生 ず る 際 機 力 と ，、リベ ッ ト、

普 通 ボ ル ト の よ う な 4iul告11 の せ ん 断 力 も 同 時 に

働 か せ る こ と に よ っ て 応 力 を 伝 迷 す る 方 法 で

ある 。 こ れ ら に 比 べ 、づ |張 緩 合 は お カ ボ ル ト

で 継 手昔日材を締め付けるのは同級であるが、

般 機 カ で は な く、部材開l に生 ず る 圧 縮 力 に よ

り 軸 方 向 の 応 力 を 伝 達 す る も の で あ る 。 この

づ| 張接合に つ いては興味深い現畿が種々あり、

つ ぎ の I頁で詳し く述 べ る こ と に し た い と 思 う 。

3 . 引張接合部の特徴

づl張 接 合 法 の 代 表 的 な も の と し て 、 ス プ リ

y トテ ィ型 式 (図 ー1) 、 エ ン ドプレート型式

(図ー2) 、フラ ンジジョ イ ン ト型式 (図ー3) が挙

げられる 。 この う ち 、 桟 と 梁 の 接 合 法 と し て

.M: も良 く用 い ら れ る の が ス プ リ ッ トテ イ型 式

(以 下 S . T . 型 式 と 略 す ) である 。 以 下 に 、 こ

の S. T . 型式で' 1 1張 接 合 法 の 特 徴 を 述べ てみ

たいと忠、う。

図 一4は S. T . 型 式 の 11!c も基本的な形で、この

銭 合 法 の 特 徴 で あ る 、 て こ 作 則 を 説 明 し て い

る。 S. T のフラン ジ プ レー ト が 柔 な 湯 合 、 プ

レ ー ト の 曲 げ 変 形 に よ り ボ ル ト に は 外 荷 重 の

ほ か に 付 加 的 な 軸 カ が 加 え ら れ る 。 こ の 現 象

を、てこ{ 乍用 ( P r y ing  A c  tion) といい、このイ寸

加l 的な 4. 由カのことを、てこ反 )J ( Pr y in g  F or c e )  

図ー l スプリ y トティ嬢合

図-2 エンドプレート嬢合

図-3 鋼管フランジジョイント

という 。 て こ 反 力 が 接 合 部 の 強 度 に 与 え る 影

響 は 大 き く 、 プ レ ー ト の 剛 性 、 ボ ル ト を 締 め

付 け る 位 置 な ど に 影 響 さ れ る 。

図 -5は S .T. 按合昔日のボルト軸カと外荷重の

関 係 を 様 式 的 に 示 し た も の で あ る 。 点 線 で 示

した曲線は、単一 ボ ル ト 型 式 と 呼 ば れ る で こ

反 力 が 作 用 し な い 接 合 音11の も の で 、 て こ 反 カ

は Q で 示 さ れ る 盆 と 考 え ら れ る 。 さ ら に 同 図

よりわかるように、ザ| 張接合型式は高カボル

トの締め付けによる材| 制圧縮力の解除で外荷

重 と 釣 り 合 う の で 、 外 荷 重 が 噌 加 し で も 、 そ

れ と 同 じ 盆 だ け ボ ル ト 軸 カ は 地 JJ I l しない 。 こ

れはヲ| 張接合法の大きな特徴であり、 rおい剛

性 が 確 保 さ れ る 忠 由 の 一 つ で あ る 。 さ ら に 外

荷 重 がI的 加 す る と 、 図 中 矢 印 で 示 す 付 近 で ボ

ル 卜 部 離 1::1現 象 が 生 じ 、 そ れ 以 後 、 ボ ル ト 軸

力 地 分 は 大 き く な り 、 接 合 部 の 崩 竣 に 到 る 。
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(b) フラン ジフレート

が剛な場合
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図- 5 ボルト輸力 (P) と外荷量 (F )の関係

(Q1 軸力 九におけるて こ反力¥

Q. : 破断時のてこ反カ /  

多 く の研究者により ｓ Ｎ ｔＮ 接合Ｚｾｾの設計［ｲＮ｜

が 提 案 さ れ て い る が 、 統一 的な !n!. 併 が な い の

が 現 状 で あ り 、 さ ら に 実 際 の 接 合 自11の 挙 動 を

つ かむには不明な部分もあり、 今 後 の 諜巡j と

身えられる。 ( つ づ け

( ひらい けいじ 大阪大 下大下院' t )
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クーリングタワーのスヘ」ス

千賀 彰

クーリングタワーの種類

空調用の冷却塔は、 一 般 に必 ［ ｾｉｉ ;並j良型を使

用し、 ノドと空気 の 流れる 方 向 か ら 大別して、

向 流 型 と直交流型、次の 2 鍾 類 に 分 け ら れ る 。

( 図 1 )  

ま た 、 強 制 通 風 型 は 押 込 通 j良型 とl汲出通風

型 に 分 け ら れ る 。

据え付け面積

向 流 型 冷 却 塔 は 、 小 型 の も の か ら 1000 R T  

程 度 ま で 製 作 さ れ て お り 、 直 交 流型冷却塔は、

GL  

80 R T - 100 R T  

12 5 RT - 17 5 RT  

200 R T - 300RT  

2 .

o

m以 上

2. ' m 以 上

3 .0m以 上

400RT - 50 0 RT  3 .' m以 上

8 0 RT からセルの車且み 合 わせにより 1000 R T以

冷 却 搭 の 性 能 低 下 の ト ラ フ' ルの 原 因 で 一番

上も製作ロI 能で、ある 。2 0 0 RT 程度までは、つぎ

多 い の が 、空気流およひ' 水流の偏流で、ある 。

の表 に示すように、向流型と直交流型には宇目

空 気 流 の 偏 流 に は 、 こ の 際 審 物 と の 間 隔 が 非

反 する特色がある 。

常に大き く影 響 す る の で 注怠を告書する 。

笹交流型冷却搭

俗 据 付 l師隙 !  大

浴 尚 さ | 低

フ ァ ン 拘 )J I  小 や や 大 き め

l旬i市型冷却港

4・
1・勾

据え付けに対する注意点

イ) 煙 突 か ら の 排 煙 を 吸 い 込 ま ぬ よ うに 、 煙

突 と の 距離 を 充分 に と り 、 夏 期 の 風 向 き を 設

計 時 に 険 討 す る 。
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隔 が い る か を 述 べると、つぎのようになる。

はじめに . 冷 凍 屯 当 た り の 設 置 面 積 m'  I R T  ( 概 略 )

ピルの空調用冷却港設備は、 一 般 にピルの - 100RT  6 . ' - 8. ' X 10-

2

m' / R T  

屋 上 に 設 鐙 さ れ 、 限 ら れ た ス ペ ー ス を 有 効 に 10 0 R T - 4. ' - 7.

o

X l O-

2

m' / R T  

利 用 し な け れ ばならない。 ・浴 f本と障害物との IIil隔

ここでは 、各ク ー リ ングタワーの 鍾 類 、 据

え付 け ス ペ ー ス お よ び 据 え 付 け に 対 す る 注 な

点 、 関 係 法 規 を 記 す 。

( L )  

5  R T - 15  R T  O.' m 以 上

20 R  T  - 60 R  T  1  .. m以 上

向流型

(カウ ン9 ーフ ロー )

空気、 合気

直交流型

(カウ ン9 ーフロー )

空気

一一一ー....>..

下部水僧 充I真材 工リ ミ ネ - $1

図1 空調用冷却塔の種類

t  
空気

2  1戸 空 気

へ) 構 造体と 一体 と な った 強 固 な コ ン ク リ ー

ト基礎上 にノ!<平 に 堅 固 に据 え 付 け る 。

ト) 高架水槽と 1 m 以 上 の 水 位 差 を と る 。

関係法規

建 築 基 準法では、 地 階 を 除 く階 数 が11以 上

の 建 築 物 の 屋 上 に 設 け る 冷 却 塔 設 備 は 、 建 築

物 の 機 造 耐 力 上主要な音11分 に 緊 結 し て 地震力、

風 圧 力 そ の 他 の 水平 力 によ って 脱 落 しない よ

うにするとともに、冷却塔自体もイ〈燃材料な

ど で 造 り 、 ま た 、 配 管 も 安 全上 、 防 火 上 支 障

のない方法で行うように主見定している。

・関 係 法 条 文

建 告 第3411号 ( 地 階 を 除 く 階 数 が 11以 上 で あ

る 建 物 の 屋 上 に 設 け る 冷 却 浴 設 備 の 構 造 の 基

準 及 び 防 火 上 支隊 のない 構 造 を 定 め る 件 )

おわりに

冷却塔の極類には、 こ こ に 上 げ た も の の ほ

か に、 密閉型、低騒音型、ノドエゼクター型、

そのf也 、 用 途 に 合 わ せ て 各 種 あ る が 、 ピ ル の

程 か れ た 周 囲 状 況 お よ び粂 件 に よ り 、 各 冷 却

塔 の 特 色 を 生 か す よ う 、 設 計時 に 慎 重 に 検 討

する必要がある 。

ここに上げた数字 は、いずれも概略であり、

ビル における 冷 却 塔 の ス ペ ー ス を 検 討 す る 際

に 、 多 少 な り と も 役 立 て ば 幸 い に 思 い ま す 。

( せんがあきら 必砂熱':j; [ 業株式会社大阪支l占)

建築 と社会/ 1例 年10月号 33 



施工材料の頁

5 2  

鉄筋ガス圧接部の

超音波探傷試験

藤 盛 紀 明

メカニカル ジョ イン卜等の鉄筋綾合法が、

近 年 と み に 1m発・ I宣 伝 さ れ て い る が 、 鉄 筋 の

接 合 法 と し て は 、 ガ ス 圧 接 ほ ど 簡 便 、 低 廉 な

工 法 は 他 に な い 。 ガ ス 圧 接 の 唯一 に し て 最 大

の問題点、は、圧後内部の欠陥の Ｑ Ｚ ￎｊＮｾｾ を確認す

る 検 査 方 法 が 無 か っ た こ と で あ る 。

われわれは、 10年以上に亘る研究の結果、

鉄 筋 ガ ス j王被告11の 超 音 波 探 傷 試 験)'j 泌 を 実 用

化したので、その相死聞各を紹介したい 。

1. 探傷方法

異 形 鉄 筋 の リ プ ( ど の メ ー カ ー の ど の 径 に

も、鉄筋車111)]1句に対称に 2 個所必ず存復する )

.  .  .  .  .  .  .  .  .  

現 場 で 実 際 に 施工 さ エコー無 L'

.  .  .  .  .  

議;
4 h 

0 "日 圧 後 部 破 断

れた圧接音11 を、 l で 述

. "n 母 材 破 断

べ た 方 法 で 検王立し、欠

陥 か ら の 反射 i皮の有 っ

た も の や 無 か ったもの l1i 
( N ) l OC拍) :

間

を切り取 って 、 こ ぶ つ

Z酎"tn  E、0 8  。。
きのまま '1 1張 試 験 し た 。

結 果 が図 2 である 。 こ
(  

。

の 図 の デ ー タ ー に は 各

椛，

ｾ＠ 0 4  
。

0。0〈 6 0  0  
極 の 材 質 - 径 の も の が

ε2‘  

相出

o  ｟ ｯｾ＠ 0 0 0  

一緒 に 記 入 さ れ て い る 。

。

そ の た め 縦 軸 の 引 張 強

さは、 J I S の規格づ| 張

エコー高さ ( d日)

惨 さ の f直 で 除 し て 熊 次
図 2 鉄筋圧綾部のエコー高さと引張り 強さ の関係

限 化 し で あ る 。繊 !I!IBの 反 射 法 の 強 さ の 24dB

の 値 は 図 3 のように、 2 つの探触チを対| 旬し

て 鉄 筋 リ ブ 上 に 誼 い た と き 、 鉄 筋 を 透 過 し て

くる超音波の強さで、「基準エコーレベル」と

呼 ば れ る 。 欠 陥 か ら の 反 射 波 の 強 さ は 、 こ の

基 準 エ コ ー レ ベ ル と の 比 で 求 め ら れ る 。

図 2 お よ び 他 の い く つ か の 鋒 者 ら の研 究 か 図3 透過法による探傷感度の設置方法

ら 、 つ ぎ の よ う な こ と が 判 明 し て い る 。

① ガ ス 圧 接 の 内 部 欠 陥 に は 、 趨 音 波 を 反 射 す

る も の と 、 透 過 し て し ま う も の と が あ る 。

②超音波を反射する欠陥は、 j王按古11のづ| 張強

l立を低下させる 。

① 超 音 波 を 透 過 さ せ る 欠 陥 は 、 欠 陥 そ の も の

が か な り の 引 張 必 l立を有している 。

圧 接 部 の 断 I副が 100 % 欠 陥 で も 、 こ ぶ っ き

の ま ま 引 張 った 場 合 に は 、 そ の 鉄 筋 の J I S の

引張悩さの規絡値を充分満足するものがあり、

そ の よ う な 欠 陥 は 、 超 音 波 を 反 射 せ ず 、 透 過

してしまう 。 図 2 中の 左 上 の 臼 抜 き のO 印は、

そ の よ う な 場 合 の あ る こ と を 物 泊 っている 。

従来圧接自11の欠陥は「フラ ッ ト」と呼ばれ

ていた 。 し か し な が ら 以 上 の よ う な 研 究 過 程

信 さ れ た ら 不 合 格 と し て い る 。 手 作 業 の 若 干

のばらつきを考えれば、 - 3 d B の 附 近 を 合 否

判 定 の 基 準 と す べ き か も 知 れ な い が 、 そ う す

れば、充分強度を有する圧接音sが 不 合 格 と な

る 確 率 がt{1 えてしまう 。 ゼロ dB が基準でも、

強度の有する圧接部が不合格となる確率が、

ある程度ある 。

3 . 専用探傷器

こ の 検 査 は 、 鉄 骨 の 検 査 に 使 用 さ れ て い る

ブラウン管のついた装置でも実施できるが、

誰でも簡単に検査できるように、 図 4 に示す

ような専用探傷器が、 三 菱 屯 機 ( KK ) か ら 販

売 さ れ て い る 。 こ の 装 置 に よ れ ば 、 ご く わ ず

か の 訓 練 て ¥ 誰 で も 簡 単 に 検 貨 が "T能である。

の上に、 図 1 に示すように探制! f- (超 音 波 を で 、 従 来 、 単 に 「 フ ラ ッ ト」と 11乎ばれていた

発 信 ・ 受信 す る 紫 チ ) を置く 。 一 方 の 探 触 チ 圧 接 部 の 欠 陥 に も 、 い ろ い ろ な 樋 類 が あ る の

か ら 超 音 波 を 発信 し、もう ー ) J の 探 触 チ で 欠 で は な い か と 存 え る に い た った。 すなわち、

陥 か ら 反 射 さ れ て き た 超 音 波 を 受 信 す る 。 当 ① か な り の 引 張 'I1l J 立を有する欠陥 S i，M n， 

然 の こ と な が ら 、 欠 陥 が 無 け れ ば 超 音 波 は 受

信 さ れ な い 。 こ の よ う な 検 査 法 を 専 門 的 に は

「斜角= 探触 h 去の K 走 資 法 」 と 言 う。

この検査法は鉄筋ガス圧接告11の 超 音 波 探 傷

試 験 に 独 特 な も の で 、 他 に 例 を み な い 。巽 形

鉄 筋 の フ シ の 形 状 は メ ー カ ー に よ って巣なる

た め 、 超 音 波 の 送 受 信 を 、 ど こ か ら 行 う か が

大 問 題 で あ った。 リ プ か ら の K 走 汽 で も 、 充

分 検 炎 が 1可 能 で あ る こ と が 判 明 し た た め 、 す

べてのメーカ ーの す べ て の 径 の 鎌 形 鉄 筋 の ガ

ス 圧 緩 の 検 査 が s汀IiE とな った。

リブ リブ

送惜探触子

図 1 リブからの K 走査

2.欠陥からの反射波の強さと圧接部の強度

34  建築と社会/ 1例 年10月号

な ど の 酸 化 物 (M nO ・S iO，) に似たもの、およ

び ｃ ｲ の酸化物、② ｬ 耐ＧｬＧｾによ っ ては圧 ｦ 安部の

づ| 張強度に悪影響を及ぼすもの鉄の民変化物、

③クe ラインダの跡が分かるような不良圧接官11。

超 音 波 探 傷 で は 、 ③ と ② の 引 強 'I ! i l / . 長に主主影響

を&1ますものを発見できるのではないかとず号

えられる 。

図4

4 . あとがき

図 Ｒ の結ｾは、現場で Ｒ り祭に胞工された圧 (社) 日本圧接協会では、本検査法のための

接 部 の 場 合 で あ る こ と に 注 目 す る 必 要 が あ る 。 講習会や検査技術者の技量認定をｾ宛するこ

実験室的には、超音波を透過させてしまうが、 とにな っている 。 ま た 、 同 協 会 で は 、 本 検 笠

圧 接 部 の 強 度 を 著 し く 低 下 さ せ て し ま う 欠 陥 法 を 採 り 入 れ た 、 土 木 ・建 築 共 通 の ガ ス 圧 接

を作製することも IIf 能である 。 幸いにして、 の標準仕機， If を 作 成 し て お り 、 こ のf士係 3 は、

そ の よ う な 欠 陥 は 現 場 で は 万 に一 つ も 発 生 し よ 木 学 会 と 建 築学 会 の l羽述仕綴， If に 採 用 さ れ

な い こ と が 数 千 に 及 ぶ デ ー タ か ら 4雀認されて ることにな っている 。

いる 。 良 い 品 質 は 検 査 の み で 得 ら れ る も の で は な

(社 ) 日 本 圧f妥協会の NA K S 0 0 01- 1977 r鉄 い。 本 検 盗 法 を 利 用 す る 場 合 で も 、 鉄 筋 端 I面

筋ガス圧接官11の超音波探傷織笠規準」では、 の グ ラ イ ン ダ 掛 け の 有 無 の 確 認 な ど の 他 の 管

図 2 の 機 軸 の O の 所 を 合 否 判 定 基 準 と し て い 雌 も 忘 れ ず に 実 局 す る 必 要 が あ る 。

る。 す な わ ち 、 ゼ ロ d B より大きい超音波が受 ( ふじ もり と しあき 消本建，!I!: KK研 究 所j



"  

略 歴

明治33年 4 月

三重県志摩邸機部町に生ま る。

大正 5 年 3 月

三重師範学校 を経て 東京尚等 L 業学校教 U 養

成所建築科卒業

大正 15年 4 月より

昭和 9 年 2 月まで

長聖F県立長野L 楽学校教諭 建築科I正

昭和 9 年 3 月より

昭和25年 3 月まで

大阪府立西肝回戦工学校、西野田工業高等学

校教諭 建築科長、 救頚

昭和25年 4 月より

昭和31年 3 月まで

大阪府立淀川工業品 : 予言校定時制主111

昭和22年10月より

l昭和31年 3 月まで

播商工業専門￥校、大阪工業大学非常 助成師

その後、大阪工業大学助教授、大阪工業高等

専門 学 校 主任 教授 、大阪｟｛ ｾ 大主短 ｬ 制大草 建

築芋 科教妓を歴任して、今 日に重る 。

昭和45年 5 月

教育功労者 として 勲 4 ，平総宝賞叙勲

昭和11年4 月より

昭和15年 3 月まで

本会埋事

1Ii'l 26. 27・33・34年度

日 本 主 主築 学会 評議Ａｾ

1Ii'l 26・27. 28年度

大阪府建築士会型事

昭和40年10月より

昭和46年10月まで

尼崎市総築寄従委u

追悼記

名誉会員 故 堀 口 甚 吉 氏 を 送 る 言 葉

益 尾 辰 雄

過る 7 月15日逝去された本会の名誉会員放堀口甚吉氏に俸け.るこの言葉は、どなたか他

の適当な方にお願いす べ きであるとは思 ったが、 学校の後輩でもあり、おたがいに長く建

築教育にたずさわ って きた仲でもあり、また共に佐伯好郎先生 ( 古代中国で消えたキリス

ト教の一分派である宗教の研究で、70才で東大から 文学博士の学f立を授けられた人) の門

下生のよしみもあり、信越ながらあえて貿 って出た次第である 。

君は、大正12年 4 月に、 当時東京の墨田河畔にあ った、いわゆる蔵前の 高等工業学校( 現

東京工業大学) 教員養成所建築科に入学 され、 l 学期間だけではあ ったが、東京職工学校

以来の歳前の校舎で学んだ、いわば最後の一人であ った。

2 年お くれて、| 拘束大震 災後移 った大間山のパ ラックの校舎 に私が入学し た時には、 三

重師範学校を出て小学校教師の経験もあり、年配も大分上の君は、兄貴というよりも伯父

さん的存在に思えた 。

大正15年に卒業されると、直ちに 長野工業学校教諭として赴任され、数年後には大阪府

立西野回戦工学校に転任され、同校の伝統ある校風に加えるに、建築構造の実 力をつける

ことに努力された 。弘がいた 当時の6 年時1) 度の都島工業学校の構造担当の教師には篠原太郎

先輩をはじめとし、君と同期の故 三浦尚史、東京工業大学の卒業生では織田道夫、宮島嘉

作の諸君がいたが、君は西野回戦 工学校にあ って、孤軍奮闘して単に構造だけでなく、伝

統ある西野田の 名声を 高めるために貢献されたことは大きいと 思 う。

また建築の各極団体の役員 ・委員や、尼崎市の建築審査会委員に選任されておられるが、

特に本会では昭和11年から 4 年 l関連続して埋事に選任 され、編集担当 として外国文献の紹

介に 当たられ、また 災害委員会や教化委員会の委員 や委員 長としても活躍された。

何とい っても君の真骨頂を発概されたのは、大阪工業大学学園に移られてからである 。

君は 当然大阪府立の工業高等学校の学校長として 全 うされ、教育界の最長老におさまるべ

き人であ ったが、ある 不幸 な事件が偶発 し、それがもとで西野田を去られることにな った。

しかしその後の君の大学 人としての研究熱心には巽憾なものが感 じられた。君が日本建築

学会の大会と近畿支部で行 った研究発表件数は40以上におよんでいるが、初期の頃の内容

は、 主 と して19世紀の事務所建築の鉄骨構造の歴史であ ったから、建築歴史の大家の諸先

生方には埋解されなか ったようである 。

建築雑誌 9 月号 に、北海道I 大会歴史部門10月 l 日発表に「ケーベル博士の美学 について」

堀口甚吉 ( 阪工大短大 ) と絞 っている 。君は北海道大会には病いをおしでも出席する決心

をし、 6 月上旬にこの研究の便概を送 って間もな く再起不能となられたが、君の 不屈の精

神と 実行力には、ただただ頭がさがるばかりである 。

建築 と社会/ 1例 年10月号 35 



日本建築協会

月間の動き

昭和53年 8 月分

理 事
. 6.  

: z>;  

18日 4 時- 5 時

於阪神百貨庖グリーンルーム

出 席 者 塚 本 、 福 田 正 副 会 長 ほ か16名

17日より阪神百貨庖で開催中の 「第 15回よろず

相談住宅展」を見学後、開会。

議事 (1)  第24回工高生デザインコンクール実施

のf牛

Ｈ Ｒ Ｉ 建築 工事ｾ務 講習会 ｭｊ 俄のｻ牛

(3) 建築技術選書シリーズ講座開催の{ 牛

第 l 図 「茶室の話」

第 2 回 「ピルの省エネルギー」

(4)  1978宮城県沖地震災害の報告会開催の

件

(5 )  r四会. i ! I ! 合協定」工事務負契約々款委員

会のf牛

(6 )  r省エネルギー住宅の設計基準と指針」

説明会協賛の件

(7 ) 入退会者承認の件

(8) 報告事項

住 宅 委 員
. 6.  

: z>;  

委員会

8 日 5 時50分 - 7 時 於会館集会室

出 席 者 小 凶 委 員 長 ほ か 13名

議事 第15回よろず相談住宅展に ついて

編 集 委 員
. 6.  

玄玄

計画分科会

8 日 6 時 - 9 時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 片 倉 副 委 員 長 、 藤 本 幹 事 ほ か 4 名

議事 (1 ) 正月 号以降の計幽持集に ついて

(2)  日影の頁新設について

委員会

11 日 4 時 - 6 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 尾 他 、 渡 辺 各 理 事 、 片倉、木村、 奈良

各副委員長ほか 4 名

議事 (1) 8 月号 =新しい耐震設計特集経過報告

(2)  9 月号= C A D設計とコンピュータ特集

経過報告

(3)  10月号= 大阪南港ポートタウ ン特集経

過報告

(4)  11月号= 第25回青年妓術者特集に つい

て

(5)  12月号= ピル環境 (仮称) 特集編集幹事

会について

(6) 計画分科会報告

(7) 投稿欄小委員会報告一新シリーズにつ

いて

(8 ) 作品作風小委員会報告

(9) 広告企幽小委員会報告

( l 回収支報告

36 建築と社会/ 1例 年10月号

作品作風小委員会

17日 4 時 - 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者 奈良副委員長ほか l 名

議 事 (1) 9 月号、 10月号の作品と P R 収集状況

(2)  11月号以降とくに正月号の作品選定

(3 ) 新建築調査一覧表について

(4 )  そのほか

広告企画小委員会

21 日 4 時 - 5 時40分 於 会 結 集 会 室

出席者尾l t ! . 、渡辺各理事ほ か 3 名

議 事 (1) 9 月号 rC AD ー設計とコンピュータ」

特集・・・広告収集報告

(2)  10月号「大阪南港ポートタ ウン」特集経

過報告

(3)  11月号 「青年技術者」特集広告企幽

(4 )  12月号「ピル環境」特集広告企画

(5) 近畿地建作品経歴広告企凶

Ｈ Ｖ Ｉ 小勝ｾ企幽

(7 ) 作品作風関係広告

(8) 収支状況報告

1 月号 「再開発J (仮 称) 特 集編集幹事会

31 日 4 時 - 6 時半 於会館 3 階会議室

出席者 藤国邦1I i ' : l ' 伊I也知徳春 . ! l ! f - 口和宏 ・河

n隆特別幹事、片倉副委員長ほか 6 名

議事 1 月号 「再 開 発J ( 仮称) 特集の企画

( テーマと執主医者の選定)

出 版 委 員

. 6.  

: z>;  

委 員会

10日 5 時半 - 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小 林 委 員 長 ほ か 4 名 学芸出版社

議事 (1 ) 建築技術選占発刊報告

(2) 継続中の企画と新規テーマについて

(3)  今後の方針

(4 )  r建築実務知識J ( 仮称) 一教育委員会よ

り委託ー出版および執筆者について

委員会終了後同所において、ビールパーテ ィを

開催した。

建築技術選 書打合

29日 41侍- 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者 表林嘉津* 氏、宮脇毅氏ほか 2 名

議事 設備と建築の銭点 (仮称テーマ )執筆者打合

事 業 委 員
. 6.  

: z>;  

若い会員の集い「伝統工芸を見る」下調査

12日 l 時半 - 6 時 於甥市

出席者 ゲスト 関根幹雄氏、井本主査ほか1

議事 (1)  見学先の下調査および依頼

(2)  タイムスケジュールの測定

若い会員の集 い第 5 因企画分科会

18日 6 時 - 9 時 於 会 館 3 階会議室

出席者 阪倉副委員長 河上主査ほか 3 名

議事 (1) 第 5 因企凶「都市住宅を与える (2) j の会

告原稿の検討

(2)  そのほか

若い会員の集 い第 3 因企画打合

21 日 6 時 - 8 時 半 於会館 3 階会議室

出席者 木田主査ほか 2 名

議事 (1)  第 3 図企 画 「都市住宅を与える (1}jの

日のタイムスケ ジュ ール、委員の役杏

の検討

(2)  そのほか

若い会員の集い第 6 因企画分科会

31 日 6 時 - 10U寺 於 会 館 3 階会議室

出席者 関 恨 特 別 委 員 井 本 主 査 ほ か 3 名

議事 (1) 第 6 因企画「堺の伝統 工芸を見る J ( こつ

いての会告原稿及スケ ジュー Jレの検討

(2)  その他

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

委員会

30日 5 時半 - 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 井 上 委 員 長 ほ か 8 名

議事 (1 ) ハ ンドブックの販売状況について

(2) ハンドブックの今後の販売について

(3)  そのほか

建 材 委 員
. 6.  

: z>;  

委員会

31 日 4 時 - 6 時 15分 於 会 館 集 会 室

出席者 山田 ・牧田正副委員長ほか 7 名

議事 (1) モルタル下地合板「ノダラスカットノ f

' " 、ル」について

(2)  9 月以降のメイ ンテーマについて

(3)  r新建材紹介コーナー J l l 月以降掲載分

について

よ ろ ず 相談 住 宅 展 出 展 打 合 会

2 日 3 時 - 5 時

於阪神百貨庖グリーンルーム

出 席 者 小 西 、 山 下 、 岩 本 、 高 出 正 副 委 員 長 ほ

か30名

よ ろ ず 相 談 住 宅 展

自17日 至21 日 ( 5 日間 )

於阪神百貨庖 8 階催場

相 談 件 数 約725件

若 い 会 員 の 集 い

対 談 金建築 を斬る"

26日 l  時半 - 4 時半於関也大阪南サーピス

センター

参加者 56名

対 談 者 波 辺 盛 和 氏 ( 建 築 家 )

植田 : x 氏( 編集技術者 )

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

8 日 81侍- 9 1時半 於大阪グランドホテル

出席者 72名

当 日は前大阪府副知事岸畠氏よ り「払の見た中

国」についてお話を詞 った。

8 月 の 入 会 者 (敬称訓告 )

〔個人会員 11名]

明

之

弘

利

回

即

伺

京

政

永

川

瀬

凶

岩

附

成

山

茂

必

佑

造

英

良

品

世

盟

{

十

山

井

本

丘

巣

高

八

久保凶 ＱＵｾ 丹

凶中 宏

草色 自民



内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

社

底

庫

本

支

倉

神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ビル)

電 話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

神戸市葺合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

創 業50有 余 年 、 当 社 で は 製 品 製 造 か ら 責 任 施

工 ま で の 一 貫 し た 作 業 シ ス テ ム に よ り 、 漏 水

原因を克服した理想的な総合防水層を完成き

せ ま し た。

・奥山式総合防水層の特長

継目がない/ 温度変化による伸びがない / 腐

らない / 柔軟性に富んでいる / 耐 候 性 に 優 れ

ている / 製品及び施工技術が優れている / 完

全絶縁工法で施工出来る

奥山化工業株式含紅

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8-4-9 電話03(571)  2703 

カッパー防水帯

コ- J 〈ータイト

オクロン防水帯

新工法プレノテクト吹付工法

- ぉ申込次第カタログ進呈

厚 木 出 張 所 厚 木 市 金 団 字 宮 畑 2 5  9 電路0462(21)6092 

大阪出張所 大阪市都島区都島中通り 2+1 電話06(921) 2497 

名古屋出張所 名古屋市南区若草町 3 - 3 電話052(811)3660 

九 州 出 張 所 佐 賀 県 諸 富 町 電 話0952( 47) 2945

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大阪市東区両容町 1- 12 日生ピル 宮 ( 943 ) 6571代 表

東京 ・ 償浜 ・ Ｑ 必岡・者 ｬｩ 山 ・ 水戸 ・ ｪ 兵訟 ・ｼ 崎 山 ｾｬＮ 名古屋 ・ 富山 ・ 大 ｮｾ ・ 京都 ・ 堺 ・神 戸 ・ 広島 ・ 福 岡他 全国主 要都 市

3 7  



空 気 嗣 和 ・ 冷 暖 房 股 備

設 計 ・ 施 工

給 排 水 ・ 衛 生 股 備

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1-25- 7  電話 (434) 6171 ( 大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電話 (302) 2 2 7 1(代)

支 底 北 海 道 ・ 東; j t ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・九 州

営 業 所 釧 路 函 館 ・盛 岡 ・横 浜 ・静 岡 ・京 都 ・ 神 戸

213:22 設 計 施 工

委 〈 知 大 阪 城 口 研 究 所

38  

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局715l ( 代)

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代)

神 戸 市 生 図 区 下 山 手 通 六 ノ ー 電 話 神戸341局 5 8  9  2  

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

. . 大阪電気暖房株式会社

本 I苫 大阪市両氏江戸線 1 丁目 10番17 }j・ 干550 m，lfo(44 1  )8231  

本 社 点京都中央区銀座 2 了同 2 番17号 干104 電お ( 535) 5251

支 社 大阪 ・東京・名古屋

支 底 礼申見・仙台・令沢・広島・縮問

営業所 新 潟 ・ 天 恩 岡 山 高 松 ・ 熊 本

出張所 帯広・秋田・盛岡・両lij 矯・千葉・償供 ・併問 ι

富山 福# ・盛岡・京都・神戸 田鹿児島・郁覇

空 気 間 利 段 償

給者鼻水衛生l I t 備段針施工 各種送風機・製作販売

各種プラント段備

⑪ 続試舎宇土，，:，' -シ

ヨ幹 事士 大阪市住吉区万代東 6 丁目 3 T E L  ( 672) 1281(大代)

営 蝶 所 東京・名古屋・京都 ・広島 ・福 岡 エ 渇 和泉・名古屋

テレックス : 本社 No. 562 - 7688 和泉工場 No 538- 5898 

. 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和設備 ・その他管工事一切の設計・施工

⑮ 斎 え Z 業 株 式 会 社

本 社 東京都千代田区大手町2-6-2 ( 日本ピル)

電話 03- ( 270) ー7411側

大阪支社大阪市北区中之島4-2- 38 電話 06-( 443) 切れ(的

支 庖 札 幌 ・ 岡 山

営 業 所 仙 台 ・ 千 葉 ・ 名 古屋 ・金沢 ・高松・広島・福岡

出 張 所 福 井 ・倉敷・苫小牧

空 気 調 和 訟 備 Y  環 場 衛 生 施 政

給 排 水 ・衛 生 水 道 A .  荷 役 運 織 機 械

電 気 設 備 L- ' -
. " .  . ，恒国圃圃・F 鉱 山 機 械

l厨 房 # ， 

三 機 工 策 室 主 大 阪 支 庖

取締役社長 各 務 節

大阪支底長 稲 畠 和 治

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2番 地 電話 大 阪 ( 202) 代 表3071

本 府 東京・日比谷・ 五倍ピル

支 庖 名古屋、福岡‘ 札械、広島、 仙台、北陸

出 減 所 償浜. 高松. 静岡 . 費図、岡山、金沢

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

令 三 建 設 備 工 業 株 式 審 枇

大阪支l吉 大 阪 市 北 区 紅 海 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代)

本 社 東京都中央区日本橋蝋毅町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・ 福 岡 ・金沢 ・新 潟 ・横浜

空 気 閥 和 ・ 衛 生 股 備 位 計 施 工

。棒式会社
発 空 調

--
-・* 京本1苫 東京都新宿区西新宿新宿住友ビル 包括 03- 344- 1911

大 阪 本 宿 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番20号 泣 訴 06- 363- 1371

支 唐 名 古 屋 市 中 村 区 下笹島 町 1 1 - 2 電ぷ052- 581 - 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22 号 11LJ M822- 47 - 4535 

悩岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号 泣 訴092ー761 - 3795  

出 張 所 仙 台 ・ 償 浜 ・ 福 井 ・ 京 都 ・神戸 ・松江 ・沖縄

管 工 事 業

@ 協和建設工業株式会社大阪支店

取締役ー支出長

大阪市北区堂島 2 - 1 ー 27 ( 桜橋千代田ピル)

郵 便併号ー530 電 話 大 阪 (06) 346 - 072111ゼ

参 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 1 丁目 2 番 6 号 ( 新大ピル)

電話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代)

本社・ 東京都中央区日本僑本石町4-2( 三井第二号IJ 館)

電話 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代)

名 古 屋 ・九 州 ・広 μ - 札 眺 ・ 東 海 村 ・ 北 駿 大 分

cl eanai r  

。鰭主業LT務部主

( i )  空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

ce1: (i ) よりよき環境へ技術挑む一 一

意 v 株 式 会 社 精 研

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番丁68番地(オートセ ンタ ーピル2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

東 京 支 底 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号( 九段ピル 8 階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4番
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志 社 東 京 支 庖 東 京 都 斬 宿芭 直事訴宿 2 - 6- 1・ 03- 3.t 4-185H夫 代、 犬 同 宣 庖・ 06 “ 8-58511代 1

名古置宝庫・052-211-1535t代 } 九州宜居・ 四 2-431 -2147 . . M  :  .f L曜・仙台・帽汲広島

神戸出明朗鮪刈・金 il?・'"'冨 瞬間 . 田京航岡山柑山・同本属児島 沖縄・パノコヲ

司F

空ｾ調和 ノ〆、¥

給排水衛生 、てコ7

搬 送 機 設 備

設 計 M i 工

第一エ業抹式会社

大阪支店

一 般 空 調 政 側 ・ 恒 温 恒 i皇E量償・冷湯冷蔵量量償

冷却車主燥般信・環宅寛改唱Ｎｾその他よ畠己に附

， 司 、 ー 得 す る 衛 生 、電 気 等 一 切 の 工 事 の 設 計 ・ 施 工

ｉｾ イタ写本 ｕ フヲシト繍ヨ Ｘｕ
ｾ扇ＺｲＭ＼ 取締役社長 北川- O s

本 社 大 阪 市 大 淀Iκ 中 湯 本 泊 1 1"  11 2  ｾ陸地ホ ーコクビル

〒 531 'i¥t ，j吊 A 阪 ( 06) 372- 5171(代 滋 )

支 J苫 東 京 都 中 央 1><: 円 卒 織 率 園T 3 の 1 共 1';) ピ ル

干 103 司.:，!吊 ]東 ν(( 03 )242- 5521 (代 表 )

1 I t 鎗所悩 l向 . r， '" N. .  . 広 島 札 州 仙 台

空気鍋和・衛生設備 大阪ガス指定工事会社

位計・施工

ガス! 2: 備・ガス住宅設備 大阪ガス役僧. tU寺約唐

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 5- 11- 12 電話 06- 313- 1846

芸品吾ま 21 大阪市北区西天満 5 - 11- 12 電話 06- 313- 1846

zsi E 主祭枚方市甲斐国東町 9 番 3 号 電 話0720 - 49 - 2128 

設 備 部 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 - 11-12 電話 06- 313- 1846

苦剛容 .:m枚方市甲斐回東町 9 番 3 号 電話0720- 49ー 2128

日愛・冷房・空気温湿度調桜装置

回 設 計 施 工

高 砂 熱
品ｾ
一春ー

大阪支応 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北 阪急 ピル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372 )  2  5  1  1  ( 代 表 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

r moDAI Rコ 空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換気・除塵設備

東 洋m. 工 . 織 式 会 鍾 大 隊 安 倍

大 阪 市 西 区 靭 本 田T 3  - 1  - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9 T  E し( 562) 1  3  5  1  

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

お お 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津 6 丁目 8 番 4 号 笥話大阪 ( 458) 3531番

支底 ・営業所 福岡 ・京都 ・広島 ・天理・ 川西

⑥日本管工業株式会社

本社Al . 京郁支庖 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 illT 2  0 骨 地 問 1

泣 訴 (681 ) 5  1  0  1  - 5 ・Ilr:rJ l f￥刷 :691 ) 1045 

大 阪 支 庖 大阪市北区天満1- 5- 20 電話( 06 ) 352- 3501制

四 日 市 支 庖 四 日 市 市 西 末 広 町 包 括( 0593 ) 53- 7431制

濠 営 費 量 所 i阜 市 栄 町 2 - 111 電話 ( 0592 ＩＲＶＭＳＶ ＱＰ ｾ Ｂ｜ｪ＠
滋 賀 営 業 所 大 港 市 打 出 浜 13 - 1 5 電話 ( 0775 ) 22- 9738村

名古屋営業所 名古屋市中川区百船町旬結 ＨＰＵＲＩＳＶＳＭ ＰＶＸＱ ｾ

@ 醤 暖 房m

､ ・ ｆ 電｟ＮｾＮ，Ｎ，

③五棋連耕定

圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃E 司F 司: 1: 11 :11 : 1

@平山互業株式会社

大阪市西区江戸寝 1- 22- 7 T  E  L ( 441 )附 1994・( (43)附0331

空気調和・恒1旦恒温・冷凍・冷蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

@ 不 ニ 熱 紅 葉 級 友 鋭

*  16 大 阪 市 南 区 順 礎 町 2 - 5  0  電話 261- 243創的

東京支I吉 東京都大田区西馬込 1 - 2  - 1  1Ii: Ui 773- 1231間

営 蟻 所 銀 座 ・ 浜 絵 ・ 京 総 ・ 神 戸 ・ 福 岡

⑫山田工諸積京I ! I U

事社且曹工事事軍部 大阪 市 西 区車 町 螺 1 - 6  - 8 電話06(・43)8161(大代量l

a壇葺置事事郡大臣市証 // ( !R三 if 屋南 1 - 1  - 35 電話 06(却8H491( 代量}

車 京 支 庖軍軍臨江直区亀戸 1- 8 - 4 (自国ピル) 電訴 03悌318421 (1¥:轟l

名 古 腫 王 后 名 古 屋 市 中 区 輩 2 - 16 - 13(京極ビル) 電話 052( 却2)ω17( 代置)

福 岡 支 庖 福岡市H軍事区博多駅耳ロー4-30(いわきピル) 電話 ω2(451)3456

出 量 所 神 戸 回 世 山

39 



⑤ 
P 自 信事; ; . e =  . J .品・ ー. . b.

l場 竜 丸 体 瓦

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 - 2  - 4  朝 日 ピ ル

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 ( 代 )

市 垂 水 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (イ"1: )

京 都 市 布 京 区 商 京 極 葛 野 IBT 2  1  

T E L 京 高s 075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( 1"1: )  

悩 岡 市 中 央 区 藁 院 1 ー 1 4  - 8  

T E L  悩 岡 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 股 備 の 頁

社

A

G

一
品

設 計 施 工
電 気 設 備

朝

設 計 施 工

栗 原 工 業 繍 式 会 紅

電気・言十装工事

ー之

国吹

本

本草士宮曽集所

京 . t 唖陣所

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビル T E L 0 6- 313- I I OI

支 j苫 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・ 京 都 ・天 理

大 阪 商 ・神 戸 ・広 島 ・四 国 ・九 州

信原粟取締役社長

縄 問 出 張 所

電 気 工 事 設 計 施 工

恩
，、

代表取締役 坪 井 大

社 大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 堂ビル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 2 0 番 5 号

電 話 (671) 1  4  7  8  (代 )

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 福 山

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男

社一
一
一

株 式 会 社

常 務 取 締 役 支 社 長

大阪市東区高麗僑五丁目 二 八 番 地 電 話 大 阪 ( 202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 図 区 西 神 図 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・ 丸 ノ 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 ・ 出 張 所 全 国 主 要 都 市20ヶ所

底

本

支

出 張 所

設計・施工

司'

気 株 式

電 気 工 事電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 工 事 位 置 十 箱 ヱ

ro 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 東 区 成 育 三 丁 目 五 按 十 七 号

11 ｾ重 大 阪 (931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

大阪市械東区成育三丁目十七番一号 111最大阪 (932)2869

奈良県御所市御園通おO 電話御所 (2) 0122 

枚方市山之上西町 l の l 電話枚方 (43)8659・(44)9232

神戸市葺合区若菜通六丁目六番五号 電結神戸 (241)5969

ム一

A

中 本 電

本

資 材 倉 庫

奈良営業所

彼方営業所

神戸営業所

宝 電 機 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 堂 ビル 3 階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代)

東 京 都 港 区 新 僑 2 - 1  6  ( ニ ュ ー 新 橋 ピ ル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 ( 991 ) 5  1  3  1  ( 代 )

・ 堺 ・ 千 葉 ・ 宇 都 宮 ・ 熊 本

社

干上

r.5 

木

支

底支

神 戸1¥' 業/; ，庁

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柑 皇 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 ( 472 ) 代 表 1 1 0 1 - 7

東 京 都 品 川 区 西 丘 反 田 6 丁 目 25番 11号( 悩助ピノレ)

£ 括 東 京 ( 491) 1746 ( 492) 0182 ・0350

北 九 州 市 小 合 区 鋳 物 師 匝T 2  3 番 地

司r. l!舌 小 倉 ( 5 6 ) 5 6 6 5 ・ 5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

総合設備工事 〈殺計・施行〉

電 気 ・ア ン テ ナ ・送 電 線 ・プラント・計装 ・空側・土木・建築

⑧ 社太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

主土

底

本

支

Ｙｾ＠四林取 締役 社 長

営 業 所

大阪市福島区福島 7 - 2 2 - 8  

T E L (  06) 452- 1151( 大代)

東京・名古屋 ・大 阪 ・広 島 ・ 福岡

社本

群出減戸斤

事業所

電 気 工 事 設 計 施 工

令富士電業株式会社

田 中 実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

取 締 役 社 長

キ土本

高千謀亀縦械式会組

取鱒役社長 岩 崎 久 雄

大 阪 市 鶴 島 区 中 野 町 4 丁 6 8  - 10 

. 館 大 阪 ( 06) 3  5  8  - 1  1  7  1 大代辛

東 京 都 港 区 虎 ノ 門 1 丁 目 1 3 番 5 号

電 極 東 京 ( 03) 5 0 3 ー 0 7 1 8 代 表

福 岡 市 中 央 区 天 神 1 丁 目 1 0 . 2 4 号

電 信 徳 岡 ( 092) 7 1  2 ー o 1  2  6 代 表

神戸 078( 351) 倒 41 鹿 児 島 ω92( 24)  0115 

電 気 枝 備 設 計 施 工

@  

争士

庖

ヨド

支

営業所..所

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 平 木 寛

大 阪 市 北 区 西 天 満 6 丁 目 9 番 8 号

電 話 大 阪 大代表 ( 312 ) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋・ 四 日 市 ・ 神 声

松 山

電気・計装・空調工事設計施工

電 気 工 事 ・ 置 十 滋 工 事 ・ 般 世 十 施 工

�ｾ 卜圏雲完工レシニアリレヲ跡式 Ｙ ＱｴA  社

山 本 永

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目

T E L  06- 364- 3056 (代)

東京・神戸 ・広島・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山・札幌・ 苦 小 牧 ・ 浜 松 ・滋賀

京都 ・高砂 ・三原 ・徳山・松山・新居浜 ・福岡・沖縄

'.!I:. 

1 0  

1 番 3 号

取締役社長

社

支 庖

事業所

本
キ土本

支 后

営業所
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

局 面 木 漕 入 愈'1 落 断 止

耐製品

ナニワ緩匂12眉

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

臣

市

坦

適

区

元

町

丁

目

七

問

.
一

電

話

削

五

O

六

五

奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

:= '1) 津 家 議 歳 月S⑪ 

大 阪 市 西 区 西 本 町 1 - 1 3 - 3 3( 靭 本 町 バ ス 停 前)

電 話 大 阪 06( 532)代 0461 <<I!> 550 

社ヨ事

Board&Sl ate 

@問

現時

フ タ パ 黒 板

Standard 

建段省総定の防火材料

基材向等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  4 号

基材同等 o  0  0  4 号

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

営

業 | セメント系吹付材

品 |特殊リシン吹付材

アクリル系吹付材

ヒ ル 石 吹 付 材

本 社 大阪市東住吉区 ｾｊ 川町 Ｓ - 5 4 電話 ( 06 )702ー 7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 底

プレハタイル #2000

〈セメント系凸状・カ ット状仕上げ〉

エマルエボ #3000

( エポキシエマルション系凸状・カット状仕上 Ifヲ

. 複層模横吹付材

( 吹付タイル)

大 阪 支J苫

⑬ 明 研 化 学 ヱ 業 株 式 会 批

大阪市東区高 8電機 2 丁目 9 野 村 ビ ル5 階 電話大阪 ( 202) 4905
志 社 明 石 市 蔵 江 中 谷 町888. 地 ω78) 928- 3456代

官t . 所 大阪・兵庫・東京・名古層広島・高松福岡・仙台

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11削11川11川11川111川111川11川11川11川11川11川11川l“川11山11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11 I  

ア

、圃圃畠

、 岡 国 圃 .

オイ

"  
の火 設 備消

高圧瓦斯工業株式会社唱島

本 社 干 “ 4 伊 丹 市 伊 丹 雲 正 の 下 2 3  7 番 地 e伊 丹 (0727) 82- 8561 ( 代)

東 京 支 社 干 102 東京都千代田区九段南4丁目 7番目号 (大島ピル) o 東 京 (03) 265- 7651 ( 代)

名 古 屋 事 務 所 干 462 名 古 屋 市 北 区 御 成 通 り 3 丁目 l 番 地 雷名古屋 (052) 915- 0801- 2  

ハロン1301消火設備

二酸化炭素消火設備

粉 末 消 火 設 備

タ J レ

軽 い

シマメ-

屋 根 材 ・ 壁 材 ・ 谷 樋 棟 包 水 切 り に

大 島 応 用 化 学 ( 745) 5121- 5  東 大 阪 市 新 庄

燃 え な い

ーオ

腐 ら な い

一フカケ

ドメタ J レσコス タ ン ダ ー
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別
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株
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本 社 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 3 - 1- 19 電 話 大 阪( 471) 1493- 4 ・8267

第 二 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 4- 4- 23 電 話 大 阪 (471) 0  .. 2  6  

建築に新しい時代を拓く内・外壁材/

i憎た芯: : : J . . . . t :

- 年 中 快 適

・耐火パネル

- クラックが入らない

・工期の短縮化

‘
へ

l

ベ

ル

ラ

イ

ト

使

用

木

造

住

宅

(
大

阪

府

高

石

市

・

G

邸

)

最高の技術が生みだした

新 し い 素 材

ヘーペJL
<> 

重朝関重

- 吸音吹付化粧材

耐火・防火・断熱・結露防止

ソノライト 52i j

⑧jT55塁悪翌五期間

明 石 支 庖 〒673 明石市西新町 2- 12- 14 公 078(922)  0007 (代)

高槻営業所〒569 高槻市宮田町 2- 1- 29 ' D' 0726(96) 2889 

中国営業所〒742 柳 井 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センター内)

公 08202(2) 5211 
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.  
， ... 

曾進式
!  簡 易 間 仕 切 デ イ オ |  

オフィスでは人員の増減やシステムの改善等で. オフィスレイ戸ウトも流動的です。取叶. 取はず

しガ簡単なディオは時代の要求にマッチし疋新しい簡易間仕切です。軽くて，剛性のあるアィオ

パネル( イソパンド36) の表面は0. 5%の塩ピ鋼板で構成され，美しい室内感賞を出しています。

CP AT. 6i 牛〉

奥 村 重 兵 衛 株 式 会 社 日 告こ完全i目立与し i15

年中見ていただける 皆様の見本室

AM. I 0.∞- P.M. 5.∞ 

日曜・祝日は休館

|雲|

タイル

常設展示場

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町1丁目 1番25号

八 千 代 ピ ル 南 館2 F

T E L  (06) 364 - 2059 

川 川 川111 好 評 発 売 中 f ノ 111111川

建 設 省 建 築 研 究 所 監 修

月 刊

年間購読料 ￥8，400 

( 送料含む)

特 価 ￥1，000 

( 12月 特集号) ( 毎月 18 日 全 図 書 底 発売 )

「 住 宅 の 遮 音 」 特 集 に あ た っ て

1. 住 宅 に お け る 遮 音 の 役 割 と そ の 現 況

2. 集 合 住 宅 に お け る 室 内 騒 音 の 実 態

3. 遮 音 性 能 の 判 定 法

3 . 1 空 気 膏の適 断性 能判定量

3.2 庫衝 畢 奮 遮 断性 能 判定法

3 . 3 適 膏 噂織 の 規格 とその刷用語

4. 遮 音 工 法 と そ の 効 果

4 . 1 股計上回配慮・咽 4 .6 界 量的過 音 工法

4. 2 開口衝撃奮の防止法 4 .7 窓 町 通 音 工 法

4. 3 給排 水 系薗 畢 膏 の防止 浩 4. 8 住 宅 に お け る ピ ア ノ奮の

4 . 4 庫薗 撃 音 防 止 股 計量 伝岨 防 止方 法

4. 5 庫衝 撃 音 防 止 施 工法

・ 日 常 生 活 に お け る 騒 音 の 生 理的 心 理 的 影 響

〔特集号案内〕

・担体生産技術の

向上をめぎして

51年 4 月・特価￥ 7f1JJ

- 建築と接合

51年 7 月 ・特価' " 1. 3∞ 

- 住宅部品システムの普現

51年 11月 特 価 ￥ 1，4∞ 

- 工事環境と技術対策

53年 8 月 ・特価￥ 1，α氾

同じ失敗を繰り返さないために 増補改訂版生活環境造ワに好個の2宣言十資料 各種建築情造の計画鮫針に役立つ実用便覧

- 医書壷藍ヨL電話軍麗. 1 凶- 軍事司・
| 住 宅 団 地 の 造 園 施 設 I I 建 築 構 造 計 算 資 料 集

S  5判・本文288頁 ・"' 3，ぽお( 送料￥ 25O) 沖中 健著 B  5 判 ・本文 114頁 ・￥1，反則送料 品許2∞) 中川 ，享編著 全 8 巻

自と手て官軍かめた水と土の 1[';録 一課題への対応ー 快適な住環境を造成するための技術資料 固鉄筋コンクリート情造編① (J 昔楠改訂〉

| 最 新 場 所 打 ち ぐ い 工 法 I I 住 宅 団 地 の 土 木 設 計 | 困鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 辺J淵 判 制 ( 送 料 叩)

北中克己著 A  5判 本文 336頁 ￥3，5( 刃( 送料￥ 2∞ ) 小池正次著 B 5 判 ・本文 113頁 ￥1. 6∞( 送料￥ 2∞) B  5 平IJ • 212頁 ・￥3 ，α泊( 送料￥ 25O)

判 。 や す { 縄 工 し や す い 酬 の 指 導 書 附随工に必要な接着工法の決定版 図鋼 情 造 編 ①

! 新 刊 配 筋 読 本 I I 建 築 の 接 着 工 法 I B 5 判 泊 頁 判 制 送 料 叩 )

みよ博 ・ ｾｉＺｉ卜路宏共著 西 忠 雄 監 修 ' 図鋼 構 造 編 ②

B  5 和l 本文 162頁 . "' 3，2∞{ 送料￥2 QO} B  5 判・本文悶頁・判，αX>( 送料￥2 BO} B  5 判 ・256頁 円， 500( 送料町田)

1見嶋に却した工事検査方法初の指導書 亀図泰弘監修 コン 7 リート技術に関する好適の実務嘗

| 新 版 建 築 工 事 検 査 の 実 際 I I 実 用 コ ン ク リ ー 卜 技 術 |

・よ巻 B 5 判 ・453頁・￥ 6，αx>( 送料￥ 25O) 森 茂 二 郎 編

・下巻 B 5 平IJ • 534頁・￥ 7，αX>( 送料￥ 25O) ・よ巻 B 5 判・ 360頁 ￥ 3，2(氾( 送料￥ 25O)

上下揃(都内送料￥ 350 地方送料￥ヌ幻) ・下巻 目5 判・ 414頁 "' 3ぷ刃( 送料￥ 25O) !??主主主主主
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; L43うZ?よTl I J I !J 9 Jl J 9J l  

錆びない. ノ

わ れ な い ノ

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( S P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( S T  L )  

、

・ オ リ エ ン タ ル サ ン セ ラ ム ( S  S  )  

j皮 板 規 格 S 小波・ S 大 波 ・V 波 ・ボ ック ス波・ W ジャンポ波・ V デ ッ キ

sv ジャンポ波 ・其の他

用 途 平 板 ・ 波 板 ・棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 苔 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) J  

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

審 判I !J 9J l J 9J l 製造掠式会組

大 阪 本 社 〒660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26 松 本 ピ J レ 電 話 大 阪 ( 06) 412ー 5131 ( 代)

営 業 本 部 〒660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 44 電 話 大 阪 (06) 488- 1081  ( 代)

支 唐 及 工 場 大 阪 ・ 九 州 ト 名 古 屋 ・ 広 島 ・東 条 ・ 刈 谷

姫 路 ( 東 洋 建 材 工 業 . 株 )

東 京 本 社 及 工 場 〒335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 ( 0484) 42- 3115 ( 代)

支 后 及 工 場 東 北

現場の信頼に応える .，1 " 1 .  
告I j ロ

寄定日口

セメ ン ト 防 水 ・防 湿 用

セメ ン ト 急 硬 ・止 水 用

セ メ ン ト 硬 化 促 進 用

セメ ン ト 耐 寒 ・防 凍 用

コンク リ ー ト 型 枠 脱 型 用

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非 加 硫 ゴ ム シ ー ト 防 水 用

ウレタ ン弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

宵 宮 ヲ -

Z割、 -J J，. -I-

ＷｾＹＮＮＭ
11守-q- ι .

セメ ン 卜.起泡 ・軽量 ・裏込用 %. %: : 1，・b

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 用 Ｚｲｾ ニ ＷＭ 叫ｾ

ーー セメント混和剤・助材綜合メーカ一 一

色彩) 祭油脂，( 1 : : 1 : 粧

亙主Y 東京書官品川区二 . 1 一18- 8 f t東 京 (787) 1131代表

東 北 支 庖 福 島 市 下 野 寺 字 遠 原3- 2 含 0245(91) 1131間

関東営業所 茨 城 県 土 浦 市 大 町 1 4 - 3 含 0298(23) 1131問

盛岡営業所 岩手県盛岡市月ケ丘3- 39 ft0196 (45)  1331聞

大 阪 大 阪 市 東 成 区 東 中 本2-17-26 f t  06 (974) 1131 



塗 料 を 通 し て よ り 豊 か な 生 活 環 境 づ く り を 目 指 す J i I : " ' _ _ 建 築 塗 料
SHI NTO PAI NT C O.，じ了D.

! J フS プ施物語

- 合成樹脂工切レション系複層模様吹付材・

ソフタイルは優れた塗る建材

です。

ソ フ タ イ ル は 壁 画 を飾 る 内 、 外 装 仕 上 材 の 多

し、中 で 、 塗料 そ の も の が ソ フ ト な 感触 と 豪 華

な 雰 囲 気 を 待 ち 合 せ て い ま す 。

， 

一

ソフタイルはパブI j ツクなタ

イル状吹付材です。

ソ フ タ イ ル は 水 希 釈 性 の 特 殊 強 イ ヒ ア ク リ ル 樹

月旨を 主 材 に し た タ イ ル 状 の 吹 付 材 で す 。

凹 凸 模 様 の 美 し い 仕 上 り と 、 容 易 な 吹 付 作 業

に 経 済 性 を プ ラ ス 、現 代 に マ ッ チ し た 塗料 と

い え る で し ょ う 。

--圃・・・・・・・園
田園・圃・・・・

・・・園田園

--・・園田・・・・・

----・・・・・・圃.

圃・園

田・・・・・・・・

E.. 
•• •• •• •• 

塗料で新しし、生活空間を演出する一一一一

￐ｾｲｾｾｾｾｲｲ＠
G 神 東

¥ 

ソフタイルは格調高い模様吹

( 寸材です。

ソ フ タ イ ル に は 山 谷 模 機 の 凹 凸 仕 上 げ と 、 カ

ッ 卜 さ れ た ク ラ ン ドキ ャニ オ ン タ イ プ の キ ャ

ニ オ ン仕 上 げ が あ り ま す 。

- 凹 凸 仕 上 げ - キ ャ ニ オ ン 仕 上 げ

ソフタイルは口- コストで豪

華な仕上材です。

外 壁 ・オ フ ィ ス ビ ル 、 ホ テ ル 、 レ ジ ャ ー

施 設、 住 宅 、 コ ン ク リ ー 卜 製 城等

内 壁 ・玄 関 ロ ビ ー 、 エ レベ ー タ ーホ ー ル

階 段 室 、廊 下等

適 性 下 地 ・コ ン ク リ ー 卜 面 ( P C . P F . M F )

モ ル タ ル 面 ( 銭 押 え 面 ・ 刷 毛 引 き 薗)

建 材 酉 ( ス レ ー ト ・フ レ キ シ ブ ル ボ

ー ド等)

軽 量 気泡 コ ン ク リ ー ト 面

木 製 合 板 面

-・・・園田・・園

田園・圃・・・・

・・・・・園田園

----
園田園. ..園田園田・

E ・・・・ E田・・・・・
竺 里 ， 圃 圃 圃 ｅｾｾｾｾｾ＠

色ｾ ・.. -・ 大 阪 営 業 所 大 阪 市 東 区 北 浜 5 T 目 忽番 地 新 住 友 ピ ル 2 号 館 内

苦 言 書 、 刊 1 T  E  L  06- 220- 8580(大 代)

ｾ＠ ，...・..，.. 東 京 営 描 所 東 京 都 中 央 区 八 重洲 1丁 目 7番 20号 八 重 洲 口 会 館 内

干 103 T E L  0 3- 272- 4011 (大 代)
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「三星A C フロア」は 、連続気泡の発i包層をもっ

3層構造の床材で す。この独特の発泡層が、

ショックをやわらげる働きをし、アクシデントを

未然に防ぐ床をつくります。

ほかにも、音をさえぎる ・底冷えしない・すべり

にくい ・結露しない・ホコリを引きつけないなど

総合的な機能をもっA Cフロアは、学校・病院・

福祉施設 ・幼児施設 ・体育館、および一般

建築の、とくに廊下や階段 ・多目的ホールなど

ヒューマンな空間づくりに、自信をもっておす

すめしています。

固ま育長協組


